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推
進
す
る
。

　

電
力
部
門
（
産
業
・
運

輸
・
業
務
・
家
庭
部
門
）
以

外
は
、
電
化
が
中
心
と
な

る
。
熱
需
要
に
は
、
水
素

な
ど
の
脱
炭
素
燃
料
、
化

石
燃
料
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

の
回
収
・
再
利
用
も
活
用

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

電
化
に
よ
り
、
電
力
需

要
が
増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
省
エ

ネ
関
連
産
業
を
成
長
分

野
と
し
て
育
成
し
、
熱
需

要
に
お
い
て
は
ガ
ス
供

給
事
業
の
在
り
方
を
、
次

世
代
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
と
し
て
対
応
で
き

る
よ
う
、
大
き
く
成
長
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
電
化
が
大
き
く

進
ん
だ
２
０
５
０
年
社

会
に
お
い
て
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
は
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入

と
原
子
力
の
活
用
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

率
を
上
げ
て
い
く
こ
と

は
、
安
定
供
給
の
確
保
に

大
き
く
寄
与
す
る
。

�
次
世
代
電
力
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
産
業
の
育
成
が

必
要
�

　

こ
の
安
定
供
給
の
メ

リ
ッ
ト
を
、
電
化
社
会
で

十
全
に
発
揮
す
る
に
は
、

分
散
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

リ
ソ
ー
ス
の
価
値
を
集

約
し
、
デ
ジ
タ
ル
制
御
と

市
場
取
引
等
で
活
用
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
や
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
グ

リ
ッ
ド
の
構
築
に
つ
な

が
る
次
世
代
電
力
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
産
業
の
育
成

が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
電
力
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
・
防
災
機
能
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
そ

の
前
提
と
な
る
。

　

産
業
部
門
で
は
、
水
素

還
元
製
鉄
な
ど
製
造
プ

ロ
セ
ス
の
変
革
や
マ
テ

リ
ア
ル
産
業
の
成
長
が

必
要
で
あ
る
。

　

運
輸
部
門
で
は
、
電
動

化
を
推
進
し
つ
つ
、
バ
イ

オ
燃
料
、
水
素
燃
料
や
合

成
燃
料
な
ど
を
利
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

業
務
・
家
庭
部
門
で

は
、
住
宅
・
建
築
物
の
ネ

ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
や
電
化
、
水
素

化
、
蓄
電
池
活
用
が
期
待

さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
水
素
産
業
、

自
動
車
・
蓄
電
池
産
業
、

運
輸
関
連
産
業
、
住
宅
・

建
築
物
関
連
産
業
を
成

長
分
野
と
し
て
育
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

�
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

を
支
え
る
の
は
強
靱
な

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
�

　

ま
た
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ギ
ー
政
策
及
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
の
絵
姿
（
３

Ｅ
＋
Ｓ
）
を
示
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

は
、
こ
う
し
て
導
き
出
さ

れ
た
成
長
が
期
待
さ
れ

る
産
業
（　

分
野
）
に
お

１４

い
て
、
高
い
目
標
を
設
定

し
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総

動
員
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
、
電
力
部
門
の
脱
炭

素
化
は
、
大
前
提
で
あ

る
。
現
在
の
技
術
水
準
を

前
提
と
す
れ
ば
、
す
べ
て

の
電
力
需
要
を
１
０
０

％
単
一
種
類
の
電
源
で

賄
う
こ
と
は
一
般
的
に

困
難
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

選
択
肢
を
追
求
す
る
。　

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
最
大
限
導
入
す

る
。
こ
の
た
め
、
コ
ス
ト

を
低
減
し
、
地
域
と
共
生

可
能
な
適
地
を
確
保
し
、

蓄
電
池
等
も
活
用
し
て

変
動
す
る
出
力
の
調
整

能
力
を
拡
大
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通

じ
て
、
洋
上
風
力
産
業
や

蓄
電
池
産
業
、
次
世
代
型

太
陽
光
産
業
、
地
熱
産
業

を
成
長
産
業
と
し
て
育

成
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

火
力
に
つ
い
て
は
、
Ｃ

Ｏ
２
回
収
を
前
提
と
し

た
利
用
を
、
選
択
肢
と
し

て
最
大
限
追
求
し
て
い

く
。
技
術
を
確
立
し
、
適

地
を
開
発
し
、
あ
わ
せ
て

コ
ス
ト
を
低
減
し
て
い

く
。

　

世
界
的
に
も
、
ア
ジ
ア

を
中
心
に
、
火
力
は
必
要

最
小
限
、
使
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
水
素
発
電

や
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
は
、

選
択
肢
と
し
て
最
大
限

追
求
し
て
い
く
。
供
給
量

と
需
要
量
を
と
も
に
拡

大
し
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
、
コ
ス
ト
を
低
減
す

る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を

支
え
る
水
素
産
業
、
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
、

燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
産
業

な
ど
を
創
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
依
存
度
を

低
減
し
つ
つ
、
原
子
力
規

制
委
員
会
に
よ
り
世
界

で
最
も
厳
し
い
水
準
の

規
制
基
準
に
適
合
す
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
再
稼
働
を
進
め
る
と

と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る

原
子
力
規
制
や
原
子
力

防
災
体
制
の
構
築
を
着

実
に
推
進
す
る
。
安
全
性

等
に
優
れ
た
炉
の
追
求

な
ど
将
来
に
向
け
た
研

究
開
発
・
人
材
育
成
等
を

�
国
は
民
間
企
業
が
挑

戦
し
や
す
い
環
境
を
作

り
全
力
で
応
援
�

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
は
、
社
会
・
経

済
の
基
盤
を
大
き
く
変

革
し
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
勝
ち
残
っ
て
い
く
た

め
に
多
く
の
企
業
が
、
こ

れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
戦
略
を
根
本
的

に
変
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
胆
な
投
資
を
し
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
と
い
っ
た
民
間
企
業

の
前
向
き
な
挑
戦
を
、
全

力
で
応
援
す
る
の
が
、
政

府
の
役
割
で
あ
る
。

　

国
と
し
て
、
可
能
な
限

り
具
体
的
な
見
通
し
を

示
し
、
高
い
目
標
を
掲
げ

て
、
民
間
企
業
が
挑
戦
し

や
す
い
環
境
を
作
っ
て

い
く
。

�
成
長
が
期
待
さ
れ
る

産
業
（　

分
野
）
に
お
い

１４

て
高
い
目
標
を
設
定
�

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
の
８
割
以
上
を
占

め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
取
組
が
特
に
重
要
と

な
る
。

　

こ
の
た
め
、
産
業
政
策

の
観
点
か
ら
、
成
長
が
期

待
さ
れ
る
分
野
・
産
業
を

見
い
だ
す
た
め
に
も
、
ま

ず
は
、２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

実
現
す
る
た
め
の
エ
ネ

て
挑
戦
を
続
け
る
と
の

新
た
な
方
針
も
示
さ
れ

た
。

　

温
暖
化
へ
の
対
応
を
、

経
済
成
長
の
制
約
や
コ

ス
ト
と
す
る
時
代
は
終

わ
り
、
国
際
的
に
も
、
成

長
の
機
会
と
捉
え
る
時

代
に
突
入
し
た
。
従
来
の

発
想
を
転
換
し
、
積
極
的

に
対
策
を
行
う
こ
と
が
、

産
業
構
造
や
社
会
経
済

の
変
革
を
も
た
ら
し
、
次

な
る
大
き
な
成
長
に
繋

が
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た

「
経
済
と
環
境
の
好
循

環
」
を
作
っ
て
い
く
産
業

政
策
が
、
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
で
あ
る
。

ル
」を
宣
言
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、

２
０
３
０
年
度
の
新
た

な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
と
し
て
、２
０
１
３

年
度
か
ら　

％
削
減
す

４６

る
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ら

に　

％
の
高
み
に
向
け

５０

�
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
グ

リ
ー
ン
成
長
戦
略
�

　

２
０
２
０
年　

月
、日

１０

本
は
、「
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
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THE KEISAN SHINPOU
�

3 面
CRF

専務理事
橋口　昌道氏

8面
環境省

地球温暖化対策事業室長
加藤　聖氏

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
」の
実
現
に
向
け
て
、グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
で
は
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
産
業
に
お
い
て
高
い
目
標
が
設
定

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。山
下
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

「経済と環境の好循環」を作っていく産業政策がグリーン成長戦略「経済と環境の好循環」を作っていく産業政策がグリーン成長戦略
経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

次
長

山
下　

隆
一
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ル
を
目
指
す
上
で
は
、
こ

う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
給
構
造
の
実
現
だ
け

で
な
く
、
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
デ
ジ
タ
ル
制

御
も
課
題
と
な
る
。

　

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

を
支
え
る
の
は
、
強
靱
な

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
グ
リ
ー
ン
と
デ
ジ

タ
ル
は
、
車
の
両
輪
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

が
必
要
で
あ
り
、
半
導

体
・
情
報
通
信
産
業
を
成

長
分
野
と
し
て
育
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。　

　

こ
う
し
た
社
会
を
実

現
す
る
技
術
の
芽
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
開
発
に

よ
り
、
既
に
見
い
だ
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

�
課
題
は
社
会
実
装
、
量

産
投
資
に
よ
る
コ
ス
ト

低
減
�

　

２
０
２
０
年
１
月
に

は
、
政
府
と
し
て
「
革
新

的
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
」（
統
合
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進

会
議
決
定
）
を
策
定
し
、

克
服
す
べ
き
技
術
面
で

の
課
題
を
示
し
、
そ
の
検

討
を
深
め
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
革
新
的
技
術
の

確
立
に
加
え
、
更
な
る
課

題
は
社
会
実
装
で
あ
り
、

量
産
投
資
に
よ
る
コ
ス

ト
低
減
に
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

は
、
予
算
、
税
、
金
融
、

規
制
改
革
・
標
準
化
、
国

際
連
携
と
い
っ
た
あ
ら

ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
、

民
間
投
資
を
後
押
し
し
、

２
４
０
兆
円
の
現
預
金

の
活
用
を
促
し
、
ひ
い
て

は
３
�５
０
０
兆
円
以
上

と
も
言
わ
れ
る
世
界
中

の
環
境
関
連
の
投
資
資

金
を
我
が
国
に
呼
び
込

み
、
雇
用
と
成
長
を
生
み

出
す
。

�
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を

追
求
し
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
策
定
へ
�

　

最
後
に
、２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
２
０
３
０
年　

％
４６

削
減
の
実
現
に
向
け
、
再

エ
ネ
の
み
な
ら
ず
、
原
子

力
、
水
素
な
ど
あ
ら
ゆ
る

選
択
肢
を
追
求
す
る
こ

と
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
で
安
価
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
し
、

更
な
る
経
済
成
長
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
の
策
定
に
向
け
た
検

討
も
開
始
し
て
い
る
。

　

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
で

示
し
た
高
い
目
標
に
向

け
て
、
企
業
投
資
を
後
押

し
し
な
が
ら
経
済
と
環

境
の
好
循
環
を
実
現
す

る
た
め
に
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
現
実
的
か
つ

段
階
的
な
移
行
を
進
め

て
い
く
か
議
論
を
深
め

て
い
く
。

8 面
経済産業省

石油・天然ガス課長
早田　豪氏

今 号 の 主 な記事と 登 場 者

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
に
つ
い
て

グリーンとデジタルは車の両輪
予算、税、金融、規制改
革・標準化、国際連携等�  あらゆる政策を総動員
企業投資を後押しし経済と環境の好循環を

カーボンニュートラルへの挑戦
CRF・大成建設・出光興産（3面～ 5面）
令和3年度 「省エネ大賞」 「新エネ大賞」 決定 !

（2面・6面～ 7面）
わが国のCCS・CCUの現状と展望

（8面）

足元から2030 年、そして2050 年
にかけて成長分野は拡大

エネルギー関連産業

①洋上風力・
太陽光・地熱産業

（次世代再生可能エネルギー）

②水素・
燃料アンモニア産業

③次世代
熱エネルギー産業

④原子力産業

輸送・製造関連産業

⑤自動車・
蓄電池産業

⑦船舶産業

⑨食料・農林水産業

⑥半導体・
情報通信産業

⑧物流・人流・
土木インフラ産業

⑩航空機産業

⑪カーボンリサイクル
・マテリアル産業

家庭・オフィス関連産業

⑫住宅・建築物産業
・次世代電力
マネジメント産業

⑬資源循環関連産業

⑭ライフスタイル
関連産業



２０２２年（令和４年）１月２６日　　　　　   （2）
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削
減
（
削
減
率

・
３
％
）

６５

を
実
現
し
て
い
る
。

（
注
１
）
砂
礫
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
地
層
の
こ

と
で
、
そ
こ
に
蓄
え
ら
れ

て
い
る
地
下
水
は
外
気

温
と
比
べ
夏
は
冷
た
く

冬
は
温
か
い
こ
と
か
ら
、

熱
源
と
し
て
の
利
用
価

値
が
高
い
未
利
用
の
温

度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
さ

れ
て
い
る
。

（
注
２
）G

lobalW
ar

m
ing
Potential

の
略
。

Ｃ
Ｏ
２
を
１
と
し
た
地

球
温
暖
化
係
数
で
、
値
が

小
さ
い
ほ
ど
温
室
効
果

が
低
く
環
境
性
に
優
れ

て
い
る
。

（
注
３
）

三
菱
重
工

サ
ー
マ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

製
の
冷
房
専
用
タ
ー
ボ

冷
凍
機
「
Ｅ
Ｔ
Ｉ
�
Ｚ
シ

リ
ー
ズ
」
を
ベ
ー
ス
に
温

水
仕
様
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
暖
房
モ
ー
ド
と
冷

房
モ
ー
ド
の
切
り
替
え

を
可
能
と
し
て
い
る
。

出
を
低
減
し
、
地
中
へ
の

熱
収
支
を
通
年
で
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
緩

和
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
貢
献
す
る
。

さ
ら
に
帯
水
層
蓄
熱

シ
ス
テ
ム
は
、「
低
Ｇ
Ｗ

Ｐ
（
注
２
）
冷
媒
を
採
用

し
た
高
性
能
イ
ン
バ
ー

タ
タ
ー
ボ
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
（
注
３
）
の
導
入
」

「
最
適
制
御
シ
ス
テ
ム

の
導
入
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
と
熱
源
井
戸
性

能
の
見
え
る
化
シ
ス
テ

ム
の
導
入
」「
２
年
目
以

降
の
長
期
間
運
用
の
た

め
の
初
年
度
運
転
デ
ー

タ
の
活
用
」
と
い
っ
た
省

エ
ネ
対
策
も
備
え
て
い

る
。そ

の
結
果
、
同
規
模
の

ガ
ス
吸
収
冷
温
水
機
と

比
べ
、
原
油
換
算
で
年
間

・
５
�
の
一
次
エ
ネ
ル

４６ギ
ー
消
費
量
削
減
（
削
減

率

・
９
％
）
と
、
年
間

４９
１
０
９
・
１
�
の
Ｃ
Ｏ
２

蓄
え
ら
れ
た
地
下
水
を

冷
暖
房
の
熱
源
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
に
よ
る

省
エ
ネ
性
、
環
境
性
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
。
省
エ
ネ
事
例
部
門
で

の
受
賞
は
、
三
菱
重
工

サ
ー
マ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

と
し
て
は
初
と
な
る
。

こ
の
取
り
組
み
で
は
、

三
菱
重
工
業
神
戸
造
船

所
（
神
戸
市
兵
庫
区
）
内

に
あ
る
三
菱
重
工
サ
ー

マ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
神
戸

製
作
所
の
冷
暖
房
シ
ス

テ
ム
に
対
し
、
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
７
０

０
�
規
模
の
地
中
熱
を

活
用
し
た
帯
水
層
蓄
熱

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
冬
期
暖

房
時
の
冷
排
熱
を
夏
期

冷
房
に
利
用
す
る
一
方
、

夏
期
冷
房
時
の
温
排
熱

を
冬
期
暖
房
に
利
用
す

る
と
い
っ
た
、
季
節
を
ま

た
い
だ
熱
の
循
環
利
用

を
可
能
と
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る
。

ま
た
、
大
気
へ
の
熱
放

シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

は
、
帯
水
層
（
注
１
）
蓄

熱
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

た
工
場
空
調
シ
ス
テ
ム

の
省
エ
ネ
化
に
関
す
る

取
り
組
み
で
、
一
般
財
団

法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
が
主

催
し
経
済
産

業
省
が
後
援

す
る
、２
０
２

１
年
度（
令
和

３
年
度
）省
エ

ネ
大
賞
の
省

エ
ネ
事
例
部

門
に
お
け
る

「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン

タ
ー
会
長
賞
」

を
受
賞
し
た
。

帯
水
層
に

低
減
や
地
中
へ
の
熱
収

支
を
通
年
ゼ
ロ
化
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
球

環
境
保
護
に
も
貢
献

三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ

の
三
菱
重
工
サ
ー
マ
ル

◆
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
７
０
０
�

規
模
の
地
中
熱
に
着
目

し
、
年
間
を
通
し
た
熱
の

循
環
利
用
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
活
用

◆
大
気
へ
の
熱
放
出

新
製
品
の
発
表
、
見
込

顧
客
や
協
業
先
の
新
規
開

拓
、
取
引
先
と
の
商
談
な

ど
、ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
に
お
い
て

も
皆
様
に
ビ
ジ
ネ
ス
マッ
チ

ン
グ
の
場
と
し
て
当
展
を

最
大
限
ご
活
用
い
た
だ
き

た
く
、
今
回
は
ブ
ー
ス
出

展
を
中
心
と
し
た
従
来
型

の
展
示
会
に
加
え
、オ
ン
ラ

イ
ン
の
特
性
（
オ
ン
ラ
イ
ン

展
示
や
商
談
、
セ
ミ
ナ
ー

配
信
等
）を
活
か
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
展
示
会

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

幅
広
い
来
場
層
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン

展
示
や
見
込
顧
客
の
名
刺

情
報
取
得
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
機

能
を
活
用
し
た
ユ
ー
ザ
ー

の
課
題
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
商
談
の
実
施
な
ど

新
た
な
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
ご
用
意
い
た
し
ま
し

た
。ご

出
展
の
皆
様
に
は

ブ
ー
ス
出
展
と
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
が
セ
ッ
ト
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

主
催
者
と
い
た
し
ま
し

て
は
開
催
に
あ
た
り
、
行

政
、自
治
体
、展
示
会
場
、

展
示
会
業
界
が
定
め
る
感

染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
遵
守
し
、
開
催
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
定
め
感
染
症
対

策
に
努
め
ま
す
。
展
示
会

搬
入
出
、
展
示
会
、
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
期
間
中
は
、

す
べ
て
の
参
加
者
に
入
場

時
の
検
温
や
マ
ス
ク
の
着

用
を
義
務
付
け
、
手
指
消

毒
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
等
の
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
、
安
心
、
安
全
な
展

示
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

経　産　新　報

お問合せ先
ENEX/DER/Microgrid Japan 展示会事務局

(株 )JTBコミュニケーションデザイン
〒 105-8335 東京都港区芝 3-23-1 
セレスティン芝三井ビルディング

TEL :03-5657-0762 FAX :03-5657-0645
E-mail:low-cf@jtbcom.co.jp

２
０
２
２
年
１
月

日（
水
）〜

日

２６

２８

従
来
型
の
展
示
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
のハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
２
」と

「
Ｄ
Ｅ
Ｒ
M
i
c
r
o
g
r
i
d
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

２
０
２
２
」

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
デ
ザ
イ
ン

経済産業大臣賞
（地域共生部門）
● 地域から地域へ　木質資源の地産地消
　TJグループホールディングス株式会社
（導入活動部門）
● 再生可能エネルギーについての一連の取り組みについて
　東急不動産株式会社
（商品・サービス部門）
● 住宅・低圧太陽光発電設備の点検に 「eソラメンテ」
　株式会社アイテス

資源エネルギー庁長官賞
（分散型新エネルギー先進モデル部門）
● 地域に根差した持続可能な自立分散型
エネルギー活用の実践
　一般社団法人持続可能で安心安全な社会をめざす
　新エネルギー活用推進協議会（ JASFA）
（導入活動部門）
● 地域の再エネ導入拡大に向けた北都銀行の挑戦
　株式会社北都銀行
● 脱炭素に向けた官民一体の地域分散型
エネルギーマネージメント事業
　株式会社シーエナジー、小諸市、JA長野厚生連、浅間南麓
　こもろ医療センター、信州大学、株式会社石本建築事務所
（商品・サービス部門）
● 廃棄物処理施設の焼却炉自動運転システム
　JFEエンジニアリング株式会社
●「 完全自家消費」用 太陽光発電用
　パワーコンディショナ「KPW-A-2」
　オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社

新エネルギー財団会長賞
（分散型新エネルギー先進モデル部門）
● 太陽光発電の電力を自営線と自己託送を
組み合わせた日本初の 「地産地消エネルギーシステム」
　リソル土地開発株式会社、リソルの森株式会社、
　株式会社東光高岳、東京電力ホールディングス株式会社
● 不動産企業のCO2排出量ネットゼロ達成に向けた取組
　ヒューリック株式会社、ヒューリックプロパティ
　ソリューション株式会社、株式会社アドバンス
（地域共生部門）
● 浦和美園第 3街区を核としたスマートシティ
さいたまモデル構築事業
　株式会社Ｌｏｏｏｐ
● 高山市奥飛騨温泉郷を元気に！
地域貢献型小水力開発の実践！
　奥飛騨水力発電株式会社、シン・エナジー株式会社
● 環境共生型復興まちづくりに貢献する
新地町スマートコミュニティ事業
　京葉ガスエナジーソリューション株式会社、新地スマート
　エナジー株式会社、日本環境技研株式会社、株式会社
　NTTファシリティーズ、石油資源開発株式会社
（地域共生部門）
● 再エネ 100％×地産地消×コスト削減のクリーン
　電力サービス
　アスエネ株式会社
（導入活動部門）
●「 ヒートライナー工法」 下水管路の更新と同時に温度差
　熱利用の導入技術
　東亜グラウト工業株式会社
● 河川水熱と水蓄熱槽を用いた高効率地域冷暖房プラントの構
築
　株式会社関電エネルギーソリューション、関西電力株式会社、
株式会社日建設計
（商品・サービス部門）
● 個別ニーズに応じ長期安定的かつ大規模な賃貸施設向け
　 「グリーン電力提供サービス」
　三井不動産株式会社
● 風力発電装置主軸用 「ＤＬＣコーティング自動調心ころ軸受」
　NTN株式会社

審査委員長特別賞
（地域共生部門）
● 再生可能エネルギーを最大限に活用した
　中規模オフィスビルのＺＥＢ化
　前田建設工業株式会社
（商品・サービス部門）
● 洋上風力発電の採算性と耐久性の最適設計
　に資する日本型CAEソフトウエアの開発
　株式会社リアムコンパクト
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川
崎
重
工
業
株
式
会

社
、
電
源
開
発
株
式
会

社
、
岩
谷
産
業
株
式
会

社
、
丸
紅
株
式
会
社
、
住

友
商
、
株
式
会
社
は
、
豪

州
のAG

L
Energy

Lim
it

ed

と
共
に
、
日
本
を
出
港

し
た
世
界
初
の
液
化
水
素

運
搬
船「
す
い
そ

ふ
ろ
ん

て
ぃ
あ
」
が
初
め
て
の
国
際

航
海
を
経
て
豪
州
に
到
着

し
た
こ
と
を
記
念
し
、
豪
州

連
邦
政
府
、ビ
ク
ト
リ
ア
州

政
府
お
よ
び
在
豪
日
本
大

使
館
関
係
者
を
招
い
て
、

今
月

日
に
到
着
式
典

２１

を
行
っ
た
。

６
社
は
、豪
州
ビ
ク
ト
リ

ア
州
ラ
ト
ロ
ー
ブ
バ
レ
ー
産
の

褐
炭
か
ら
製
造
し
た
水
素

を
液
化
し
、
日
本
ま
で
液

化
水
素
専
用
船
で
輸
送

す
る
国
際
水
素
サ
プ
ラ
イ

チ
ェー
ン
構
築
実
証
試
験
に

参
画
し
て
い
る
。

同
実
証
は
、
日
本
国
内

で
価
格
競
争
力
の
あ
る
水

素
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
水
素
の
大
量

製
造
・
大
量
輸
送
の
実
現

に
必
要
な
技
術
開
発
や
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
時

の
課
題
抽
出
に
取
り
組
む

も
の
だ
。

「
す
い
そ

ふ
ろ
ん
て
ぃ

あ
」は
、先
月

日
に
日
本

２４

の
液
化
水
素
荷
役
実
証

タ
ー
ミ
ナ
ル「
Ｈ
ｙ

ｔ
ｏ

ｕ
ｃ
ｈ

神
戸
」
を
出
港

し
、
今
年
１
月

日
に
ビ

２０

ク
ト
リ
ア
州
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

ス
港
の
液
化
水
素
積
荷
基

地
に
着
桟
し
た
。

今
後
、
水
素
の
積
荷
作

業
や
「
す
い
そ

ふ
ろ
ん
て

ぃ
あ
」の
各
種
機
器
の
点
検

を
実
施
し
、豪
州
を
出
港
、

来
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
日
本
に
帰
港
す
る
予

定
。カ

ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
、
水
素
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
へ
の
期
待
が

益
々
高
ま
る
中
、
世
界
各

地
で
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
が
行
わ
れ
て
い

る
。同
実
証
は
、液
化
水
素

を
国
際
間
で
輸
送
す
る
世

界
初
の
大
規
模
な
取
り
組

み
で
あ
り
、
商
用
規
模
の

液
化
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
の
実
現
に
更
に
近

づ
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

２
０
３
０
年

頃
の
商
用
化
に
向
け
、
豪

州
連
邦
政
府
と
ビ
ク
ト
リ

ア
州
政
府
が
共
同
で
進
め

て
い
る
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
貯
留

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ジェク

ト
」と
連
携
を
図
り
、水
素

製
造
の
際
に
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２
を
地
下
に
貯
留
す
る

こ
と
で
、
ク
リ
ー
ン
な
水
素

製
造
を
目
指
し
て
い
る
。

川
崎
重
工
業
は
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
運
搬
船
や
ロ
ケ
ッ
ト
燃
料

用
液
化
水
素
タ
ン
ク
な
ど

で
培
っ
た
極
低
温
技
術
を

活
用
し
、
液
化
水
素
運
搬

船
の
建
造
な
ら
び
に
液
化

水
素
荷
役
・
大
量
貯
蔵
設

備
の
建
設
を
担
当
す
る
。

令
和
３
年
度

「
新
エ
ネ
大
賞
」
決
定
！

「
新
エ
ネ
大
賞
」
は
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
に
係
る
機
器
の
開
発
、

設
備
等
の
導
入
、
普
及
啓
発
、
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
及
び
地

域
に
根
ざ
し
た
導
入
の
取
組
み
を

広
く
公
募
し
、
厳
正
な
審
査
の

上
、
表
彰
を
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
２
６
１
件
の

優
れ
た
案
件
が
表
彰
さ
れ
、
先
導

的
な
事
例
と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
普
及
促
進
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

令
和
３
年
度
「
新
エ
ネ
大
賞
」

に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
の
自

２３

主
事
業
化
以
降
で
最
も
多
い

件
６０

の
応
募
が
あ
っ
た
。
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
以
下
の
通
り

件
の
受

２０

賞
者
が
決
ま
っ
た
。

世
界
初
の
液
化
水
素
運
搬
船「
す
い
そ

ふ
ろ
ん
て
ぃ
あ
」（
写
真
提
供：

川
崎
重
工
業
）

世
界
初
の
液
化
水
素
運
搬
船

「
す
い
そ

ふ
ろ
ん
て
ぃ
あ
」

豪
州
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
到
着

神戸空港島の液化水素荷

一
般
財
団
法
人
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

優
れ
た
省
エ
ネ
推
進
の

事
例
や
省
エ
ネ
性
に
優

れ
た
製
品
並
び
に
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
、「
省
エ

ネ
大
賞
」（
後
援
：
経
済

産
業
省
）
と
し
て
表
彰
し

て
い
る
。

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
例
年
を
超
え
る

１
２
０
件
以
上
の
応
募

が
あ
り
、
学
識
経
験
者
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門
家

等
か
ら
な
る
審
査
委
員

会
の
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
省
エ
ネ
事
例
部
門
は

件
、
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス

３２モ
デ
ル
部
門
は

件
２８

の
受
賞
を
決
定
し
た
。

な
お
、

日
か
ら
開
催

２６

さ
れ
る
同
セ
ン
タ
ー
主

催
の「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２

２
－
第

回
地
球
環
境

４６

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和

展
」（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２

２
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
）
会
場
内
ア
ワ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
に
て
、
受
賞
内

容
の
展
示
が
行
わ
れ
る
。

令
和
３
年
度

「
省
エ
ネ
大
賞
」
決
定
！

2021 年度（令和 3年度）省エネ大賞　受賞者一覧

覚
書
を
締
結
し
た
。

�
協
業
の
検
討
を

行
う
領
域
�

①
洋
上
風
力
発
電
事

業
を
含
む
、
日
本
国
内
で

の
将
来
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
画

②
双
方
が
興
味
を
持
つ

地
域
に
お
け
る
、
洋
上
風

力
発
電
事
業
を
含
む
将

来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
参
画

③
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃

料
ア
ン
モ
ニ
ア
・
C
C
S
/

C
C
U
S
・
蓄
電
池
・エ
ネ

ル
ギ
ー
取
引
に
関
す
る
可

能
性
の
検
討

コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
は
、
加
速

す
る
脱
炭
素
化
に
向
け

て
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃

料
ア
ン
モ
ニ
ア
・
C
C
S
/

C
C
U
S
等
の
風
力
発

電
事
業
以
外
の
脱
炭
素

分
野
に
お
け
る
新
規
事
業

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

る
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン
ネ
ッ

ト
ゼ
ロ
の
実
現
を
一
層
推

進
し
て
い
く
�

コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

とAbu
D
habiFuture

E
nergy

C
om
pany

PJSC
-M
asdar

（
本
社
：
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
ア
ブ
ダ
ビ

首
長
国
、
マ
ス
ダ
ー
ル
社
）

は
、
1
月

日
に
洋
上
風

19

力
発
電
事
業
お
よ
び
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料
ア
ン

モ
ニ
ア
・
C
C
S
/
C
C
U

S
等
の
脱
炭
素
分
野
に
お

け
る
協
業
検
討
に
関
す
る

アラブ首長国連邦マスダール社と
洋上風力・水素・アンモニアなど
脱炭素分野での協業検討覚書締結
コスモエネルギーホールディングス

２
０
２
１
年
度
省
エ
ネ
大
賞
省
エ
ネ
事
例
部
門

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
」
受
賞

帯
水
層
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

工
場
空
調
シ
ス
テ
ム
の
省
エ
ネ
化
で

三
菱
重
工
サ
ー
マ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

ル
ネ
サ
ン
ス

ジ
ム
初
心
者
に
向

け
て
新
た
な
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
を
導
入

１
ヶ
月
間
で
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
を
楽
し

く
継
続
す
る
コ
ツ

を
案
内

株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン

ス（
東
京
都
墨
田
区
）は
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
新
た

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「FitnessB
eginnerG

A
TE

」（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ビ

ギ
ナ
ー
ゲ
ー
ト
）
を
開
発

し
、
今
月
よ
り
全
国
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
で
導
入
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ジ
ム
初
心
者
に
向
け
て
、

正
し
く
、
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を

ス
ク
ー
ル
形
式
で
行
う
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
ル
ネ

サ
ン
ス
で
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
む

た
め
の
入
門
編
と
し
て
、

１
ヶ
月
間
全
４
回
の
レ

ッ
ス
ン
を
通
じ
て
、
運
動

継
続
の
た
め
の
�
コ
ツ
�

を
掴
め
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
や
り
方
が
正
し
い
か

不
安
」、「
ジ
ム
で
の
運
動

や
利
用
方
法
を
ひ
と
通

り
習
い
た
い
」
と
い
っ
た

ジ
ム
初
心
者
の
方
が
、
安

心
し
て
、
楽
し
く
、
効
果

的
に
続
け
る
た
め
の
�
コ

ツ
�
を
掴
め
る
の
が
最
大

の
特
徴
だ
。
各
回

分
間

４５

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

は
負
荷
を
調
整
す
る

ツ
ー
ル
を
使
い
、
無
理
の

な
い
強
度
で
ポ
イ
ン
ト

を
理
解
し
な
が
ら
、
全
身

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
刺
激

し
て
い
く
こ
と
で
、
正
し

い
動
作
や
自
分
に
合
っ

た
運
動
強
度
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
週
１
回
、
時
間
と

担
当
コ
ー
チ
を
固
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
習
慣

的
に
運
動
を
継
続
す
る

き
っ
か
け
と
し
て
も
効

果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

先
月

日
、
経
済
産
業

２４

省
及
び
国
土
交
通
省
は
、

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に

基
づ
く
海
洋
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

整
備
促
進
区
域
で
あ
る

「
秋
田
県
能
代
市
、
三
種

町
及
び
男
鹿
市
沖
」、「
秋

田
県
由
利
本
荘
市
沖
」、

「
千
葉
県
銚
子
市
沖
」
に

お
け
る
選
定
事
業
者
に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
、「
秋

田
能
代
・
三
種
・
男
鹿
オ

フ
シ
ョ
ア
ウ
ィ
ン
ド
」、

「
秋
田
由
利
本
荘
オ
フ

シ
ョ
ア
ウ
ィ
ン
ド
」、「
千

葉
銚
子
オ
フ
シ
ョ
ア
ウ

ィ
ン
ド
」
を
選
定
し
た
。

選
定
事
業
者
な
ど
は

下
表
の
通
り
。

（１）秋田県能代市、三種町及び男鹿市沖
①事業者名（コンソーシアム）：秋田能代・三種・男鹿オフショアウィンド
②構成員：三菱商事エナジーソリューションズ株式会社、三菱商事株式会社、株式会社シーテック
③事業計画概要
発電設備：着床式洋上風力発電
発電設備出力：４７．８８万ｋＷ　（１．２６万ｋＷ×３８基、ＧＥ製）
運転開始予定時期：２０２８年１２月
（２）秋田県由利本荘市沖
①事業者名（コンソーシアム）：秋田由利本荘オフショアウィンド
②構成員：三菱商事エナジーソリューションズ株式会社、三菱商事株式会社、株式会社ウェンティ・
ジャパン、株式会社シーテック
③事業計画概要
発電設備：着床式洋上風力発電
発電設備出力：８１．９万ｋＷ　（１．２６万ｋＷ×６５基、ＧＥ製）
運転開始予定時期：２０３０年１２月
（３）千葉県銚子市沖
①事業者名（コンソーシアム）：千葉銚子オフショアウィンド
②構成員：三菱商事エナジーソリューションズ株式会社、三菱商事株式会社、株式会社シーテック
③事業計画概要
発電設備：着床式洋上風力発電
発電設備出力：３９．０６万ｋＷ　（１．２６万ｋＷ×３１基、ＧＥ製）
運転開始予定時期：２０２８年９月

秋田県 2カ所と千葉県の
洋上風力発電事業者選定

全て三菱商事の
コンソーシアムに
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③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
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⑭

⑮

①
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③

④
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（3）　　　　　２０２２年（令和４年）１月２６日 ［カーボンニュートラルへの挑戦］経　産　新　報

業
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
も

っ
と
力
点
を
お
く
べ
き
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
産
業

間
連
携
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
が
重
要

で
あ
り
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
設
立
の

目
的
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
み
な
ら

ず
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
関
わ

る
概
念
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
し
な
が
ら
産
業
全

体
の
活
性
化
に
資
す
る
も

の
で
す
。

―
―
人
材
育
成
も
重
要

な
課
題
に
な
り
ま
す
ね
。

　

２
０
５
０
年
に
社
会

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

今　

代
〜　

代
の
若
者
た

１０

２０

ち
で
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
取
組
に
向
け
た
考

え
方
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド

の
醸
成
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
年
度
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
と
し

て
は
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

大
学
に
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
会
員

企
業
の
若
手
社
員　

名
に

２０

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
マ
イ
ン
ド

（
起
業
家
精
神
）の
醸
成
と

そ
の
模
擬
体
験
を
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

社
会
課
題
を
自
分
事

と
し
て
と
ら
え
、
自
分
の
思

い「
熱
」を
形
に
し
て
、異
業

種
と
の
連
携
を
図
り
、
ま

ず
一
歩
を
踏
み
出
し
て
も

ら
う
こ
と
を
修
了
後
も
実

践
し
て
も
ら
え
た
ら
と
願
い

ま
す
。

―
―
２
０
５
０
年
カ
ー

た
材
料
分
野
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。分
離
・
回
収
し
た
Ｃ

Ｏ
２
を
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ
を

用
い
て
炭
酸
塩
と
し
て
固

定
化
し
、
セ
メ
ン
ト
原
料
や

道
路
舗
装
用
の
路
盤
材
な

ど
の
土
木
資
材
と
し
て
再

資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り

大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
骨
材
等

が
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
第

１
番
目
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
米
国
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
に
お
い

て
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
最
も
大
き
く
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
骨
材

を
合
わ
せ
る
と
世
界
で　
５０

億
ト
ン
と
最
も
大
き
く
な

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

―
―
海
外
で
も
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
が
進

ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
日

本
の
課
題
は
何
だ
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

欧
米
で
も
Ｃ
Ｏ
２
利
活

用
に
か
か
る
研
究
開
発
や

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん

で
い
ま
す
。特
に
、
将
来
性

の
あ
る
技
術
シ
ー
ズ
を
持
つ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
資
金
が

集
ま
り
、
研
究
開
発
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
ん
で
い
ま

す
。

　

我
が
国
は
、
基
礎
的
な

成
果
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
な
ど

実
用
に
供
す
る
、い
わ
ゆ
る

「
死
の
谷
」「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

海
」
を
乗
り
越
え
成
長
産

と
廃
海
水
を
用
い
て
Ｃ
Ｏ

２
が
固
定
化
す
る
技
術
を

開
発
し
て
い
ま
す
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
分
野
で
Ｃ
Ｏ
２
を
大

量
に
利
活
用
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。　

　

一
番
大
き
な
分
野
と
し

て
、
研
究
助
成
で
紹
介
し

術
開
発
」
を
あ
げ
て
お
き

ま
す
。

　

石
炭
灰
を
炭
酸
塩
化

し
た
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
混

和
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
適

用
性
評
価
な
ど
を
行
う
も

の
で
あ
り
、プ
ロ
セ
ス
全
体
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
と
コ
ス
ト
か

ら
み
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
の
最
適
化
の
検
証
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
北
里
大
学
の
安

元
剛
先
生
は
、
東
京
大

学
、
出
光
興
産
株
式
会

社
、
株
式
会
社
日
本
海
水

と
共
同
で
、
海
洋
生
物
が

Ｃ
a
と
Ｃ
Ｏ
２
か
ら
炭
酸

塩
を
作
り
出
す
こ
と
に
着

目
し
、納
豆
な
ど
の
食
品
に

も
含
ま
れ
る
生
体
ア
ミ
ン

カーボンリサイクルによるＣＯ２ネットゼロエミッション化と新ビジネスの創出へ

募
か
ら　

件
を
採
択
し
ま

１２

し
た
。

　

今
年
度
採
択
テ
ー
マ
と

し
て
、大
脇
英
司
氏（
大
成

建
設
株
式
会
社
）
の
「
石

炭
灰
に
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
し

た
炭
酸
塩
の
製
造
・
評
価

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
適
用

性
評
価
に
よ
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
技

を
払
し
ょ
く
す
る
と
と
も

に
、
循
環
炭
素
社
会
の
構

築
に
向
け
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
を
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
と
捉
え
る
、
あ
る
い

は
、
国
民
お
一
人
お
一
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
自
発

的
に
変
え
て
い
く
な
ど
、
社

会
全
体
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

認
識
・
行
動
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
研
究
助

成
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
研
究
助
成
活

動
は
、
企
業
や
大
学
等
に

埋
も
れ
て
い
た
ア
イ
デ
ア
や

人
の
発
掘
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
に
係
る
独
創
性
や

革
新
性
に
優
れ
た
基
礎
的

な
研
究
を
支
援
し
、次
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
実
証
試
験
や

社
会
実
装
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、化
学
品
・

燃
料
・
鉱
物
化
な
ど
の
Ｃ

Ｏ
２
リ
サ
イ
ク
ル
が
期
待
で

き
る
分
野
、Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｄ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
等

Ｃ
Ｏ
２
の
分
離
回
収
、
水

素
関
連
な
ど
の
領
域
で
、

社
会
科
学
的
取
組
も
含

め
て
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

１
件
あ
た
り
の
助
成
額

は
１
千
万
円
程
度
で
は
あ

り
ま
す
が
、
民
間
資
金
の

特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

へつ
な
げ
る
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
と

考
え
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は　
３５

件
の
応
募
か
ら　

件
、
２

１２

０
２
１
年
度
は　

件
の
応

４６

　

再
エ
ネ
だ
け
で
は
Ｃ
Ｏ

２
は
削
減
で
き
て
も
、経
済

成
長
し
な
が
ら
の
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。

　

Ｃ
Ｏ
２
を
悪
者
扱
い
す

る
の
で
は
な
く
、
炭
素
の
循

環
、
す
な
わ
ち
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
考
え
方

に
立
脚
し
た
「
循
環
炭
素

社
会
」
の
構
築
を
通
じ
て

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目

指
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
球
温

暖
化
へ
対
応
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア
ク
セ
ス
の
改
善
の
両
立
が

可
能
と
な
り
、
中
長
期
に

わ
た
る
日
本
及
び
世
界
の

持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
方
向
性
が
示
せ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「
循
環
炭
素
社
会
」

の
構
築
の
た
め
に
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
報
・
普

及
が
大
切
で
す
ね
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
も
活
用
し
な
が
ら
、
先

に
述
べ
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
義
を
科
学
に
基

づ
い
た
情
報
発
信
を
通
じ

て
広
く
周
知
し
、
専
門
家

か
ら
一
般
の
方
ま
で
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　

一
部
に
あ
る
「
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２
を
無
く
す
こ
と
の
み

が
地
球
温
暖
化
を
解
決

す
る
唯
一
の
方
法
で
あ

る
」、「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
の
目
標
は
経
済
活
動
を

制
限
す
る
」
と
いっ
た
誤
解

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
達
成
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

Ｃ
Ｏ
２
を
含
む
炭
素
化

合
物
の
多
く
は
自
然
界
由

来
で
あ
り
、
カ
ー
ボ
ン
、
す

な
わ
ち
炭
素
は
、
生
命
の

維
持
に
必
須
な
基
本
物
質

で
す
。例
え
ば
、
植
物
は
Ｃ

Ｏ
２
を
原
料
に
炭
素
化
合

物
を
合
成
し
て
自
然
に
供

す
る
役
割
を
担
い
、
ま
た
、

私
た
ち
人
を
含
め
た
生
物

の
体
は
炭
素
を
骨
格
に
し

た
物
質
で
成
り
立
ち
、
地

球
全
体
で
の
炭
素
循
環
の

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
の

本
質
は
、
人
類
が
産
業
革

命
以
降
あ
ま
り
に
も
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
化
石
燃
料
を

利
用
・
燃
焼
さ
せ
て
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
自
然
の
バ
ラ
ン
ス

を
超
え
て
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
が
増
え
て
し
ま
っ
た
た
め

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

徹
底
し
た
排
出
削
減
を

し
て
も
、
２
０
５
０
年
に

Ｃ
Ｏ
２
は
排
出
ゼ
ロ
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
、
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｏ

２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
、「
徹
底
し
た
排
出
削
減

後
、
ど
う
工
夫
し
て
も
排

出
す
る
こ
と
に
な
る
Ｃ
Ｏ

２
」
と「
科
学
技
術
の
力
で

固
定
化
・
資
源
化
さ
せ
る

Ｃ
Ｏ
２
」
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

て
、
実
質
の
排
出
量
を
差

し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
が
果
た
す

べ
き
は
、
こ
の
増
え
す
ぎ
た

Ｃ
Ｏ
２
を
イ
ノ
ベ
ー
ション
に

よ
っ
て
資
源
と
し
て
活
用
・

循
環
さ
せ
、自
然
本
来
の
バ

ラ
ン
ス
に
戻
す
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
植
物
な
ど

の
自
然
の
力
を
借
り
る
こ

と
や
模
倣
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
異
常
気
象
な
ど

す
で
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
現

象
を
も
踏
ま
え
、
防
災
を

中
心
と
し
た
地
球
温
暖
化

へ
の
適
応
に
つ
い
て
も
同
時

に
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。　

―
―
再
エ
ネ
の
開
発
・
導

入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
だ
け
で
な
く
、
炭
素
循

環
と
い
う
考
え
方
が
重
要

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

が
ら
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

へ
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
そ
の
鍵
と
な
る

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
意

義
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重

さ
れ
、
か
つ
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
削
減
す
る
観
点

か
ら
も
取
組
が
不
可
欠
と

考
え
ら
れ
る
分
野
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
業

を
含
む　

の
重
要
分
野
が

１４

設
定
さ
れ
、ま
た
、２
兆
円

の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

基
金
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
意
識
の
高
い
企
業

に
お
い
て
は
、
持
続
的
企
業

価
値
向
上
の
観
点
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
を
転
換
点
と
し
て
未
来

を
柔
軟
に
創
り
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

認
識
の
も
と
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
Ａ
Ｉ
等
も
活
用
し
な

―
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
に
お
け

る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

昨
年　

月
、
菅
総
理
が

１０

所
信
表
明
演
説
に
て
、
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を

宣
言
し
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
を
は
じ
め
と
し
た
革
新

的
イ
ノ
ベ
ー
ション
が
鍵
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

同
年　

月
に
は
「
２
０
５

１２

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
」
が
策
定
さ
れ
、
今
後
、

産
業
と
し
て
成
長
が
期
待

　

２
０
１
９
年
２
月
、
経
済
産
業
省
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
室
を
設
置
、
同
年

８
月
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
ド
（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
が
設
立
さ
れ
た
。Ｃ
Ｒ
Ｆ
は

循
環
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
し
、１
０
０
以
上
の
企
業
・
個
人
・
学
術
機
関
・
地

方
自
治
体
が
加
入
す
る
業
界
横
断
組
織
で
あ
る
。寄
付
金
を
原
資
と
し
た
広
報
活

動
や
研
究
助
成
活
動
等
を
通
し
て
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
イ
ノ
ベ
ー
ション
創
出
支

援
を
行
う
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。
昨
年
６
月
に
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ンニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言
」を
発
表
し
た
。Ｃ
Ｒ
Ｆ
を
訪
ね
、橋
口
専
務
理
事
に
話

を
伺
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
は
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

一般社団法人
カーボンリサイクルファンド

（ＣＲＦ）
専務理事

橋口　昌道氏

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」

業
種
横
断
、
産
学
官
連
携
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
提
言

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
、
今
後
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
ど
の

よ
う
な
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
か
れ
ま
す
か
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
民
間
企
業

主
体
で
、
会
員
企
業
等
の

寄
付
金
に
よ
っ
て
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。今
後
、
ま

す
ま
す
、
産
学
官
連
携
が

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
叡
智
を

結
集
す
べ
く
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
含

め
た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
か
か
る
学
術
機
関
や
地

方
自
治
体
と
の
連
携
を
強

化
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
の
成
果
を

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ

と
、あ
る
い
は
、ビ
ジ
ネ
ス
化

す
る
こ
と
の
支
援
に
力
を

入
れ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ

れ
ら
の
活
動
そ
の
も
の
が
、

国
際
連
携
や
地
方
創
生
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
会
員
企
業
に

寄
り
添
っ
て
、
ま
た
、
一
体

と
な
っ
て
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。
少
し
で
も
ご

興
味
を
持
っ
て
頂
け
ま
し
た

ら
い
つ
で
も
、
お
声
を
か
け

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

Ｃ
Ｒ
Ｆ
会
員
企
業
等
の
基
礎
的
研
究
を
支
援

　

こ
れ
ま
で
に　

件
の
応
募
か
ら　

件
を
採
択

８１

２４

次
の
実
証
試
験
や
社
会
実
装
向
け
サ
ポ
ー
ト
も

採択テーマ例：石炭灰にCO2を固定した　
　　　　炭酸塩の評価とコンクリートの開発

研究代表者（所属機関）：大脇英司（大成建設株式会社）　( 敬称略 )
参加機関：大成建設株式会社、一般財団法人石炭フロンティア機構

概要：石炭灰にCO2を固定した炭酸塩の製造・評価及びコンクリートへの適用性評価によるCCU技術開発の推進

１．研究の背景及び課題
◆　CCUにおいて鉱物化が注目され、炭酸塩の
　　製造技術が開発されているが、その用途開
　　発は進んでいない。
◆　用途に応じて求められる炭酸塩の品質やコ
　　ストの考慮は不十分である。

２．課題に対する解決策
◆　石炭灰を炭酸塩化する技術（米国GreenOre
技術）を用いて炭酸カルシウムを製造し、セメ
ントを使用しないコンクリート（T-eConcrete �

技術）の混和材として利用する。
◆　炭酸塩製造からコンクリート製造に至る品
質やコスト、CO2削減量を評価する。

３．研究の特徴
◆　GreenOre 技術はカルシウムの利用効率や
エネルギー効率が高く、T-eConcrete �はCO2
排出削減効果が高い技術である。
◆　両技術の相乗効果により，多量の炭酸塩利
用と大きなCO2排出削減効果が期待できる。

４．波及効果
◆　CCUによる炭酸カルシウムの需要創出と利用
拡大に貢献する。
◆　生コンの需要が年間約 9000 万�あるため、コ
ンクリートをCO2ネガティブにすると大きな削減効果
が期待できる。
◆　GreenOre 技術は石炭灰だけでなく、今後発
生するバイオマス灰等のリサイクルへの応用も期待でき
る。
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放射
量の
変化

（一社）カーボンリサイクルファンド会員
　法人会員 87社 , 個人会員 12名 , 地方公共団体 4　(2022 年 1月 5日時点 )

～業種を超えた連携によるカーボンリサイクルの実現～

＜化学＞
ＡＧＣ株式会社　
ＪＳＲ株式会社
ＤＩＣ株式会社
デンカ株式会社
東レ株式会社
戸田工業株式会社
BASFジャパン株式会社
三菱ガス化学株式会社
三菱ケミカル株式会社
＜電力＞
電源開発株式会社
＜精密・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ＞
ウシオ電機株式会社
�島津製作所
古河電気工業株式会社
＜エネルギー＞
出光興産株式会社
�ＩＮＰＥＸ
山陰酸素工業株式会社
石油資源開発株式会社
東京エコサービス株式会社
東京ガス株式会社
東芝エネルギー

システムズ株式会社
日本コークス工業株式会社
＜ＣＯ２利用 ･再エ
ネ・リサイクル＞
�環境システムズ
�ＣＯ２資源化研究所
地熱技術開発株式会社
�ユーグレナ

＜鉄・セメント＞
會澤高圧コンクリート株式会社
宇部興産株式会社
�神戸製鋼所
住友大阪セメント株式会社
日本製鉄株式会社
三菱マテリアル株式会社
太平洋セメント株式会社
＜商社＞
伊藤忠商事株式会社
コスモス商事株式会社
ＪＦＥ商事株式会社
住友商事株式会社
西華産業株式会社
東京産業株式会社
丸紅株式会社
三井物産株式会社
三菱商事株式会社
豊田通商株式会社
＜重工業＞
�ＩＨＩ　
川崎重工業株式会社
住友重機械工業株式会社
三菱重工業株式会社
＜エンジニアリング＞
�荏原製作所
千代田化工建設株式会社
東洋エンジニアリング株式会社
日揮ホールディングス株式会社
日鉄エンジニアリング株式会社
日本ガイシ株式会社
日立造船株式会社
�日立パワーソリューションズ

�フソウ
＜印刷 ･映像 ･翻訳＞
大日本印刷株式会社
凸版印刷株式会社
�サン・フレア
＜自動車 ･自動車部品＞
愛三工業株式会社
日産自動車株式会社
＜土木・建設・不動産＞
大森建設株式会社
�熊谷組
清水建設株式会社
新日本空調株式会社
大成建設株式会社
太平電業株式会社
東亜建設工業株式会社
Dome Gold Mines Ltd.
�日立プラントサービス
ヒューリック株式会社
�福岡建設合材
�福祉開発研究所
�フューチャーエステート
若築建設株式会社
＜金融関連＞
�大和証券グループ本社
�みずほフィナンシャルグループ
�三井住友銀行
三井トラスト・パナソニック

ファイナンス株式会社
�三菱ＵＦＪ銀行
＜食品＞
アサヒクオリティ アンド
  イノベーションズ株式会社

＜ＩＴ・分析・評価＞
�エヌ・ティ・ティ・データ

経営研究所
みずほリサーチ＆
テクノロジーズ株式会社

ボストン・コンサルティング・
グループ合同会社

＜その他関連団体等＞
（一財）石炭フロンティア機構
（一財）電力中央研究所
学校法人 東京理科大学
（一財）日本エネルギー

経済研究所
＜個人＞
上埜　博基
栄長　泰明
大野　陽太郎
勝　　欣一
坂西　欣也
櫻井　重利
高橋　常郎
武内　亜弥
寺島　千晶
山田　秀尚
吉原　朋成
武石　雅之
＜地方公共団体＞
・広島県
・秋田県
・香川県
・北海道苫小牧市

（一社）カーボンリサイクルファンド（CRF）
　組織体制、事業内容、事業スキーム

■ミッション
　国と連携して、カーボンリサイクルの社会実装及び民間がビジネスとして取り
　組める様、支援を行う。
■組織体制
　　　　会長 　　　小林　喜光（( 株 ) 三菱ケミカルホールディングス　取締役）
　　　　副会長　　 北村　雅良（電源開発 ( 株 )　特別顧問）
■事業内容
（Ⅰ）広報活動：カーボンリサイクルに係る啓発活動
（Ⅱ）研究助成活動：研究者等に対するグラント（助成金）を交付
（Ⅲ）その他活動：国内外カーボンリサイクル技術動向調査、
　　　　　　　　　CCUS推進のためのルール作り、政策提言等
■事業スキーム

会費、寄付

Carbon Recycling Fund Institute

Ⅰ . 広報活動 Ⅱ . 研究助成活動

 Ⅲ . 事業支援、政策提言、調査等

会員

異業種連携
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 促進
社会実証

地方創生

国際連携

支援  貢献

名称 /一般社団法人カーボンリサイクルファンド（CRF）名称 /一般社団法人カーボンリサイクルファンド（CRF）
設立日 /2019 年（令和元年）8月 30日設立日 /2019 年（令和元年）8月 30日
主たる事務所 /〒 105-0003 東京都港区西新橋三丁目 2番 1号主たる事務所 /〒 105-0003　東京都港区西新橋三丁目 2番 1号

Daiwa 西新橋ビル3             　　　　　　　　　　　　　　　Daiwa西新橋ビル3階階
TEL：03-6432-0011TEL：03-6432-0011
E-mail：info@carbon-recycling-fund.jpE-mail：info@carbon-recycling-fund.jp
URL：https://carbon-recycling-fund.jpURL：https://carbon-recycling-fund.jp//

採択テーマ例：廃海水と生体アミンを用いた
　　　　　　　　　　　　　新たなCO2鉱物化法の開発

　研究代表者（所属機関）：安元　剛（北里大学海洋生命科学部）　（敬称略）

　参加機関：東京大学、株式会社日本海水、株式会社出光興産

鉱物化による
CO2固定化
技術

１．研究の背景及び課題
　第 2族元素を利用してCO2を炭酸塩へと変換する反応は鉱物化と呼ばれ、

外部からのエネルギーが不要な反応プロセスである。膨大な量が存在する海水

は、全大気CO2を220 回程度炭酸塩として固定できるだけの十分なポテンシャ

ルを有する。しかし、海水中にCa2+とともに含まれるMg2+存在下ではCaCO3

形成反応は強く阻害され、海水はCa2+ 供給源として適さないと考えられてきた。

他方、海洋生物は地球史で膨大なCO2の鉱物化を実現している。地球の全炭

素の８割は炭酸塩堆積物である。本研究では廃海水を原料に生体アミンを用い

るバイオミメティックなCO2鉱物化法を開発する。

２．課題に対する解決策
　　海水中にはCa2+の３倍量のMg2+が溶解している。この
Mg2+は水和エネルギーが高くCaCO3 形成反応を強く阻害す
る。その為、海水はCO2鉱物化のCa2+源として適さないと考えら
れてきた。我 は々普遍的な生体アミンであるポリアミンがCO2を効
率よく吸収し、海水と混合するだけでCaCO3 製造が可能である
ことを見出した。ポリアミンは納豆などの食品にも多く含まれ、他の
CO2化学吸収剤として使用される人工アミンと比較して安全性も
高い。また、本法では緻密な結晶構造を有する真珠層などを模倣
した高機能のCaCO3 結晶作成も可能である。

３．研究の特徴
　　CO2鉱物化の研究は、世界的に注目されてきているが
研究報告は少ない。また、膨大な量のCO2鉱物化を実現し
ている海洋生物のメカニズムに注目した研究も皆無である。
我 は々海洋生物のバイオミネラリゼーション研究を通じて生
体アミンと海水の混合による世界的に見ても例がない新た
なCO2鉱物化反応を発見した。火力発電所などの廃海水
をCa2+原料にしたCO2鉱物化の研究も少なく世界に先駆
けた技術開発を目指す。

４．波及効果
　火力発電所やセメント工場は、排熱処理のために沿岸域に設
置されている場合がほとんどである。工場付近の海水を採水し、
CaCO3を製造する設備を設置していくことで、将来的に工場排
ガスから出るCO2をゼロにすることが期待できる。 
製造したCaCO3は、セメント原料、コンクリート骨材、アスファルト
添加材、製紙、化粧品、顔料、食品などとして産業利用すること
が可能である。
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Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
」

　

シ
リ
ー
ズ
】

　

大
成
建
設
で
は
、
環
境

負
荷
低
減
を
テ
ー
マ
に
し

た
低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

に
重
要
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

地
球
上
で「
水
」に
次
い
で

利
用
量
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
２
６

０
〜
３
０
０
�
／
�
で

あ
り
、
そ
の
多
く
は
セ
メ
ン

ト
製
造
時
に
排
出
さ
れ
る

た
め
セ
メ
ン
ト
の
使
用
量
の

低
減
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
「
国
等
に
よ
る
環
境
物

品
等
の
調
達
の
推
進
等
に

関
す
る
法
律
」（
グ
リ
ー
ン

調
達
）
や
日
本
建
設
業
連

合
会
で
は
、
産
業
副
産
物

2050 年のカーボンニュートラル社会に向け
カーボンネガティブなコンクリートを実現
「T-eConcrete � /Carbon-Recycle」

大
成
建
設

大
成
建
設

２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

　

わ
が
国
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し
、
２

０
３
０
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
２
０
１
３
年
度
比
で　

％
削

４６

減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
政
府
は
温
暖
化
へ
の
対

応
を
「
経
済
と
環
境
の
好
循
環
」
に
よ
る
成
長
の
機
会
と
捉
え
て
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の

主
要
成
分
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
炭
素
資
源
と
し
て
回
収
・
利
用
す
る
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
大
成
建
設
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
抑
制
す
る
環
境
配
慮
コ
ン
ク
リ
ー
ト：

Ｔ
�

ｅ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｒ

ｅ
ｔ
ｅ
�

シ
リ
ー
ズ
を
開
発
し
、
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

で
製
造
さ
れ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
用
い
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト：

Ｔ
�

ｅ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
／
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ
�
Ｒ
ｅ

ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
の
開
発
を
進
め
、「
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
を
達
成
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
本
紙
で
は
、
大
成
建
設
の
Ｔ
�

ｅ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

社
会
を
変
え
る
材
料
革
命

　

現
場
で
つ
く
れ
る

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
/
施
工
現
場
で
の
現
場
打
ち
も
可
能

ド
セ
メ
ン
ト
自
体
が
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
の
進
捗
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
�

ｅ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｒ

ｅ
ｔ
ｅ
／
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ

ｎ
�
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

も
、
世
の
中
の
変
化
と
歩

調
を
あ
わ
せ
て
最
先
端
の

技
術
開
発
と
社
会
実
装

を
続
け
、
脱
炭
素
社
会
の

構
築
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

固化後のカーボンリサイクル・コンクリート
（左：平板、右：φ 10× 20�）

ＣＯ２とカルシウムを反応させて
製造した炭酸カルシウム

T-ITANモバイルプラントにおけるカーボン
リサイクル・コンクリートの製造

現場打ち舗装（施工状況） 現場打ち舗装（養生後）

［カーボンニュートラルへの挑戦］
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し
た
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ

ア
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
グ

リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
に

つ
い
て
は
、
海
外
に
お
い

て
も
調
査
・
検
討
が
開
始

さ
れ
た
段
階
で
す
。

　

出
光
で
は
２
０
２
０

年
度
、
徳
山
事
業
所
や
グ

ル
ー
プ
製
油
所
が
国
土

交
通
省
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
検

討
会
に
参
画
す
る
な
ど
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の

検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
海
外
か
ら
の
ブ

ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ

ニ
ア
調
達
に
向
け
た
他

社
と
の
協
業
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年　

月
に

１０

は
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
な
ら
び
に

ヤ
ラ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
覚
書
を
締
結
し
、

当
社
徳
山
事
業
所
を
拠

点
と
し
た
ア
ン
モ
ニ
ア

国
内
物
流
構
築
、
同
拠
点

を
活
用
し
た
ア
ン
モ
ニ

ア
バ
ン
カ
リ
ン
グ
（
船
舶

向
け
燃
料
）
事
業
お
よ
び

需
要
開
拓
、
国
内
向
け
燃

料
ア
ン
モ
ニ
ア
の
海
上

輸
送
の
最
適
化
に
つ
い

て
の
共
同
検
討
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
　

月
に
は
、
出
光
の
豪

１１
州
現
地
法
人
が
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
港
社
お
よ

び
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
グ

ル
ー
プ
と
水
素
・
ア
ン
モ

ニ
ア
の
輸
出
・
バ
ン
カ
リ

ン
グ
の
実
行
可
能
性
に

つ
い
て
共
同
検
討
・
調
査

を
実
施
す
る
と
の
覚
書

に
調
印
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

港
の
グ
リ
ー
ン
水
素
・
ア

ン
モ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
に
向
け
て
策
定

し
た
「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
」
に
基
づ
き
、
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け

た
官
民
の
取
り
組
み
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

　

燃
焼
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
し
な
い
ア
ン
モ
ニ

ア
は
、
最
小
限
の
設
備
改

造
に
よ
り
石
炭
火
力
発

電
所
で
混
焼
す
る
こ
と

が
で
き
る
次
世
代
燃
料

で
あ
り
、
水
素
キ
ャ
リ
ア

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

製
造
時
に
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
・
貯
留

り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水　

　

素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

　

政
府
が
２
０
５
０
年

Ｔ
Ｙ
�
Ｖ　

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」

に
搭
載
す
る
こ
と
で
、
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
を
含

む
バ
イ
オ
マ
ス
混
焼
の

最
適
制
御
が
可
能
と
な

　

国
内
百
基
以
上
の
実

績
を
有
し
、
約
１
％
の
省

エ
ネ
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を

達
成
す
る
ボ
イ
ラ
制
御

最
適
化
シ
ス
テ
ム
「
Ｕ
Ｌ

安
定
供
給
に
寄
与
す
る

有
力
な
原
料
の
ひ
と
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。
高
収

量
・
高
発
熱
量
と
な
る
発

電
燃
料
に
適
し
た
品
種

の
選
抜
や
、
効
果
的
な
栽

培
方
法
の
確
立
を
目
指

し
、
東
京
大
学
、
日
本
郵

船
と
共
同
研
究
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
鉱
山
イ
ン
フ
ラ

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
輸
出
事
業
化
に

向
け
て
検
証
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
郵
船
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
設
立

し
た
「
郵
船
出
光
グ
リ
ー

ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」

で
は
、
石
炭
ボ
イ
ラ
で
の

バ
イ
オ
マ
ス
混
焼
に
お

い
て
、
経
済
性
と
安
定
性

を
考
慮
し
た
最
適
な
混

焼
率
を
自
動
設
定
す
る

「
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」
シ

ス
テ
ム
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
る
農
業
残
渣

で
あ
る
Ｅ
Ｆ
Ｂ
の
有
効

利
用
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
州
エ
ン
シ
ャ

ム
石
炭
鉱
山
で
は
、
遊
休

地
を
活
用
し
て
、「
ソ
ル

ガ
ム
」
の
植
生
試
験
や
ブ

ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
化
試

験
を
開
始
し
ま
し
た
。　

　
「
ソ
ル
ガ
ム
」
は
イ
ネ

科
の
一
年
草
植
物
で
、
降

雨
量
が
少
な
い
当
該
エ

リ
ア
で
の
生
育
に
適
し

て
い
る
ほ
か
、
種
蒔
き
か

ら
約
３
ヶ
月
で
収
穫
で

き
る
た
め
年
間
複
数
回

の
収
穫
が
可
能
で
す
。

　

食
料
用
途
と
の
競
合

も
発
生
し
な
い
た
め
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料
の

来
の
ホ
ワ
イ
ト
ペ
レ
ッ

ト
に
比
べ
て
耐
水
性
・
粉

砕
性
な
ど
に
優
れ
、
発
熱

量
も
高
い
の
で
石
炭
と

同
様
に
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
電
力
・
紙

パ
ル
プ
・
化
学
・
食
品
会

社
な
ど
多
く
の
発
電
所
・

工
場
で
サ
ン
プ
ル
燃
焼

試
験
を
実
施
し
て
お
り
、

設
備
改
造
な
し
で
最
大

　

％
の
混
焼
が
可
能
で

３５あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
万
ト
ン
／　

　

年
の
供
給
体
制
構
築

　

２
０
３
０
年
ま
で
に

年
間
２
０
０
万
ト
ン
の

「
出
光
グ
リ
ー
ン
エ
ナ

ジ
ー
ペ
レ
ッ
ト
」
の
供
給

体
制
構
築
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
３
年
以
内
に

年
産　

万
�
の
生
産
を

３０

目
指
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に
続

い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
今
後
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

お
い
て
は
、２
０
２
３
年

前
半
の
商
業
化
を
目
指

し
て
、
欧
州
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
で
あ
る
Ｔ
Ｇ

２
社
と
パ
ー
ム
椰
子
の

果
実
房
（
Ｅ
Ｆ
Ｂ
）
か
ら

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
製

造
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
Ｅ

Ｆ
Ｂ
が
年
間
約
２
０
０

０
万
�
発
生
し
ま
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
棄

さ
れ
、
環
境
汚
染
や
温
暖

化
効
果
の
高
い
メ
タ
ン

の
発
生
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

安
価
で
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
確
保
さ
れ
た

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
燃
料
の
安
定
供
給
に

あ
た
っ
て
、
大
量
に
廃
棄

　

現
地
に
設
立
し
た
新

会
社
（
出
光
グ
リ
ー
ン
エ

ナ
ジ
ー
ベ
ト
ナ
ム
）
を
通

じ
て
、
原
料
調
達
か
ら
生

産
、
販
売
、
輸
送
ま
で
の

一
貫
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

さ
れ
た
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
の
安

定
供
給
を
実
現
し
ま
す
。

　

半
炭
化
処
理
さ
れ
た

「
出
光
グ
リ
ー
ン
エ
ナ

ジ
ー
ペ
レ
ッ
ト
」
は
、
従

　
「
出
光
グ
リ
ー
ン
エ　

　

ナ
ジ
ー
ペ
レ
ッ
ト
」

　

出
光
は
、
石
炭
ボ
イ
ラ

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を

低
減
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料
と
し

て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ペ

レ
ッ
ト
を
半
炭
化
し
た

「
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
」

に
着
目
し
、
日
本
企
業
と

し
て
世
界
で
初
め
て
、
大

型
商
業
プ
ラ
ン
ト
（
年
産

　

万
ト
ン
）
を
ベ
ト
ナ
ム

１２に
建
設
し
ま
す
。

　

半
炭
化
を
行
う
新
プ

ラ
ン
ト
は
既
存
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
の

敷
地
内
に
現
在
建
設
中

で
、２
０
２
２
年
内
に
稼

働
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
商
品
名
は
「
出
光
グ

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
ペ
レ

ッ
ト
」
で
、
原
料
に
は
ア

カ
シ
ア
の
端
材
や
製
材

残
渣
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　地球と暮らしを守る責任

： ：

カーボンニュートラル・循環型社会への
エネルギー・マテリアルトランジション

出
光
興
産

出
光
興
産

　

出
光
は
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
同
時

に
低
炭
素
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
「
責
任
あ
る
変
革
者
」
と
し
て
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
循
環
型
社
会
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
５
０
年
に
は
自
社
操
業
に
伴

う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
本
紙
で
は
、そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
出
光
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
ペ
レ
ッ
ト
」

商
業
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
ベ
ト
ナ
ム
に
建
設

２
０
３
０
年　

２
０
０
万
ト
ン
／
年
の
供
給
体
制
を

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も

ト
は
、
グ
リ
ー
ン
電
力
の

利
用
と
外
部
か
ら
の
水

調
達
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の

製
造
・
貯
蔵
・
輸
送
・
販

売
・
輸
出
等
に
つ
い
て
、

２
０
２
４
年
以
降
の
段

階
的
な
事
業
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

豪
州
は
国
土
が
広
く
、

風
況
・
日
照
等
の
気
候
条

件
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
に
適
し
て

い
る
た
め
、
他
地
域
と
比

較
し
て
安
価
か
つ
安
定

　

Ｃ
Ｏ
２
を
再
資
源　

　

化
し
炭
酸
塩
を
製
造

　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
炭
素

資
源
と
捉
え
、
様
々
な
炭

素
化
合
物
を
生
成
し
、
化

学
品
や
燃
料
、
鉱
物
な
ど

に
再
利
用
す
る
取
り
組

み
で
す
。

　

出
光
は
、
国
が
主
催
す

る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

検
討
会
の
委
員
と
し
て

参
加
す
る
と
と
も
に
、
炭

酸
塩
化
や
人
工
光
合
成

な
ど
の
研
究
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
炭
酸
塩
化
は
製

品
が
代
替
可
能
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
市
場
規
模

が
大
き
い
た
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に

対
し
て
非
常
に
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

出
光
は
、
宇
部
興
産
、

日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、日
揮
、成
蹊
大
学
、東

北
大
学
と
と
も
に
、
廃
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
カ
ル

シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
産

業
廃
棄
物
か
ら
カ
ル
シ

ウ
ム
を
抽
出
し
、
排
ガ
ス

中
の
Ｃ
Ｏ
２
と
反
応
さ

せ
て
固
定
化
さ
せ
る
プ

ロ
セ
ス
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
研
究
開
発
委

託
事
業
に
採
用
さ
れ
、
カ

ル
シ
ウ
ム
分
の
抽
出
と

炭
酸
塩
化
の
効
率
を
高

め
る
た
め
、
加
速
炭
酸
塩

化
技
術
に
つ
い
て
試
験
・

評
価
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
開
発

を
通
じ
て
、
原
料
調
達
か

ら
用
途
開
発
に
至
る
幅

広
い
領
域
で
、
社
会
実
装

に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
企
業
・
大
学
名
の
敬
称
略
）

的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
製
造
の
可
能
性
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
光
は
既
存
の

製
造
拠
点
を
新
た
な
低

炭
素
・
資
源
循
環
エ
ネ
ル

ギ
ー
ハ
ブ
へ
と
転
換
す

る
「
Ｃ
Ｎ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
構

想
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｃ

Ｏ
２
フ
リ
ー
ア
ン
モ
ニ

ア
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
早
期
に
構
築
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
ま
ず
は

徳
山
事
業
所
を
拠
点
と

し
た
検
討
を
Ｉ
Ｈ
Ｉ
と

共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

徳
山
事
業
所
の
高
効

率
ナ
フ
サ
分
解
炉
や
石

炭
ボ
イ
ラ
で
の
ア
ン
モ

ニ
ア
混
焼
実
証
試
験
を

計
画
す
る
と
と
も
に
、
将

来
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
へ

の
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
ア
ン

モ
ニ
ア
供
給
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
へ

　

海
外
か
ら
調
達
も
検
討
、事
業
化
目
指
す

「出光グリーンエナジーペレット」とベトナムのサンプル製造プラント

エンシャム石炭鉱山での「ソルガム」植生試験の様子
「
B
A
I
O
M
I
X
」を
搭
載
し
た
ボ
イ
ラ
制
御
最
適
化
シ
ス
テ
ム（
U
L
T
Y-

V 
p
l
u
s
）

豪州ニューサウスウェールズ州ニューキャッスル港

排ガス中のＣＯ２を炭酸塩に再資源化
建築・土木材料や高付加価値製品に活用
早期の社会実装を目指す

２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
挑
戦

［カーボンニュートラルへの挑戦］

廃コンクリート等の産業廃棄物を炭酸塩化してCO2を固定

カルシウムなどを
多く含む
産業廃棄物

カルシウム
イオン

CO2

高付加価値化炭酸塩大量消費

炭酸炭酸
塩化塩化

アンモニアサプライチェーンの構築

再エネ

天然ガス

電解

改質

アンモニア合成 海上輸送 貯留 自社利用

CCS/EOR 販売

アンモニアアンモニア水素水素



２０２２年（令和４年）１月２６日　　　　　   （6）

保
有

施
設
で
順
次
切

１７

り
替
え
を
行
い
、２
０
２

２
年
度
中
に
は
原
則
全

て
の
オ
フ
ィ
ス
施
設
を

再
エ
ネ
に
切
替
え
予
定
。

オ
フ
ィ
ス
以
外
の
住
宅
・

リ
ゾ
ー
ト
・
物
流
施
設
で

も
再
エ
ネ
導
入
を
進
め

て
い
る
点
は
総
合
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
な
ら
で
は
の

取
組
み
。

ま
た
再
エ
ネ
業
界
全

体
の
成
長
を
け
ん
引
す

る
た
め
、
再
エ
ネ
を
長
期

に
わ
た
り
安
定
供
給
す

る
こ
と
を
目
指
す
業
界

団
体
「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
リ

ア
ス
プ
）」、
地
域
と
再
エ

ネ
の
共
生
に
よ
る
脱
炭

素
社
会
を
目
指
す
業
界

団
体
「
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
（
フ

ォ
ー
レ
）」
を
設
立
発
起

し
、
国
の
脱
炭
素
目
標
達

成
の
一
助
と
し
て
貢
献

す
る
べ
く
活
動
し
て
き

た
。

創
業
以
来
の
街
づ
く

り
事
業
で
培
っ
た
地
域

と
向
き
合
う
姿
勢
か
ら
、

北
海
道
松
前
町
と
は
２

０
１
９
年

月
に
締
結

１２

し
た
立
地
協
定
に
基
づ

き
、
自
社
発
電
所
・
蓄
電

池
を
活
用
し
た
地
域
マ

イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構

築
に
向
け
た
取
組
み
や
、

地
元
の
子
供
た
ち
へ
の

環
境
教
育
な
ど
、
再
エ
ネ

を
通
じ
た
地
域
連
携
を

進
め
て
き
た
。

一
方
、
需
要
家
と
し
て

は
２
０
１
９
年
に
不
動

産
業
と
し
て
初
と
な
る

「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」へ
加
盟

し
、２
０
２
１
年
２
月
に

は
Ｒ
Ｅ
１
０
０
達
成
目

標
を
２
０
５
０
年
か
ら

２
０
２
５
年
へ
と
大
幅

に
前
倒
し
た
。

自
社
で
再
エ
ネ
発
電

所
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
を
活
か
し
て
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
付
非
化
石
証
書

等
に
よ
る
再
エ
ネ
切
替

え
を
、２
０
２
１
年
４
月

か
ら
は
本
社
所
在
地
の

渋
谷
を
中
心
と
す
る
オ

フ
ィ
ス
・
商
業
等
の
自
社

が
単
独
で
推
進
し
た
リ

エ
ネ
行
方
太
陽
発
電
所

（
茨
城
県
行
方
市
）
や
太

陽
光
発
電
と
農
業
と
を

両
立
す
る
先
進
的
な

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
（
岩
手
県
一
関

市
）、
国
内
最
大
級
の
風

車
を
有
す
る
リ
エ
ネ
松

前
風
力
発
電
所
（
北
海
道

松
前
町
）
な
ど
、
全
国
で

太
陽
光
・
風
力
・
バ
イ
オ

マ
ス
と
い
っ
た
再
エ
ネ

事
業
「
Ｒ
ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
（
リ

エ
ネ
）」
を
推
進
し
て
お

り
、
全
国

事
業
、
定
格

７０

容
量
１
�２
５
３
Ｍ
Ｗ
を

展
開
し
て
い
る（
２
０
２

１
年

月
末
時
点
）。

１０

自
社
の
再
エ
ネ
発
電

所
の
電
力
を
自
社
保
有

の
施
設
な
ど
に
供
給
す

る
試
み
は
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
。Ｒ
Ｅ
１
０
０
の
達

成
目
標
を
大
幅
に
前
倒

し
や
、
業
界
発
展
に
向
け

た
様
々
な
取
組
み
等
を

実
施
し
て
お
り
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
た
。

地
域
共
生
の
概
要

東
急
不
動
産
で
は
２

０
１
４
年
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
（
以

下
、「
再
エ
ネ
事
業
」）
に

参
入
以
来
、
権
利
取
得
か

ら
売
電
開
始
ま
で
当
社

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

太
陽
光
発
電
所
、
風
力

発
電
所
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
を
全
国

事
業
（
定

７０

格
容
量
１
�
２
５
３
Ｍ

Ｗ
）
保
有
し
て
お
り
、
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
・
商
業
施
設

な
ど
自
社
保
有
施
設
に

再
エ
ネ
電
力
を
供
給
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
内
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
は
初
と

な
る
Ｒ
Ｅ
１
０
０
を
宣

言
し
、再
エ
ネ
１
０
０
％

の
達
成
目
標
を
２
０
５

０
年
か
ら
２
０
２
５
年

に
大
幅
に
前
倒
す
る
な

ど
、
顕
著
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

経　産　新　報［新エネ大賞］

【
導
入
活
動
部
門
】

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の

一
連
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

東
急
不
動
産
株
式
会
社

【連絡先】
東急不動産株式会社

コーポレートコミュニケーション部
広報室

tlc-hodo@tokyu-land.co.jp
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【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

住
宅
・
低
圧
太
陽
光
発
電
設
備

の
点
検
に
「
ｅ
ソ
ラ
メ
ン
テ
」

株
式
会
社
ア
イ
テ
ス

【連絡先】
株式会社アイテス 製品開発部 

〒 520-3031 
滋賀県栗東市綣 1-17-8-501
 TEL 077-599-5040
/ FAX 077-554-6173

経
済
産
業
大
臣
賞

経
済
産
業
大
臣
賞

と
難
し
い
太
陽
光
発
電

設
備
の
点
検
で
あ
っ
て

も
、
ヒ
ト
の
ス
キ
ル
に
依

存
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
住
宅
・
小
規
模

発
電
設
備
向
け
に
機
能

を
絞
り
、
従
来
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
専
用
測
定

器
の
半
分
以
下
の
価
格

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

「
ｅ
ソ
ラ
メ
ン
テ
」
に

よ
る
点
検
で
、
迅
速
な
異

常
個
所
の
発
見
と
、
ス

ム
ー
ズ
な
パ
ネ
ル
交
換

交
渉
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
オ
ー

ナ
ー
（
施
主
）
様
、
施

工
・
メ
ー
カ
ー
様
、
点
検

事
業
者
様
の
３
者
全
て

に
安
全
面
・
経
済
面
の
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

占
め
て
い
る

�
未
満

５０

の
住
宅
・
小
規
模
発
電
設

備
は
、
法
制
度
や
点
検
コ

ス
ト
の
制
約
も
あ
り
、
メ

ン
テ
ン
ス
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。「ｅ

ソ
ラ
メ
ン
テ
」
は
、

独
自
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン

ス
測
定
手
法
（
ス
テ
ッ
プ

１
）
と
電
流
検
知
技
術

（
ス
テ
ッ
プ
２
）
に
よ

り
、
効
率
的
か
つ
正
確
に

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
異

常
位
置
を
検
出
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ン
プ
ル
な

機
能
設
計
と
直
感
的
に

使
え
る
操
作
方
法
に
よ

り
、
専
門
的
知
識
が
な
い

点
検
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

中
、
廉
価
で
携
帯
性
が
高

い
点
検
製
品
を
開
発
し

た
。
今
後
の
太
陽
光
発
電

の
発
展
に
向
け
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

２
０
１
２
年
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
施
行
さ

れ
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

普
及
が
急
速
に
進
み
ま

し
た
。

し
か
し
、
市
場
の
９９

％
、２
３
０
万
件
以
上
を

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

本
製
品
は
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備
の
点
検

機
器
で
あ
る
。
ス
ト
リ
ン

グ
チ
ェ
ッ
カ
ー
で
ス
ト

リ
ン
グ
毎
の
故
障
の
有

無
を
調
べ
、
故
障
が
見
つ

か
っ
た
場
合
、
電
流
セ
ン

サ
ー
に
よ
り
故
障
し
た

パ
ネ
ル
を
特
定
す
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
知

識
が
あ
ま
り
な
い
方
に

も
使
い
や
す
い
コ
ン
パ

ク
ト
な
設
計
で
あ
り
、
価

格
も
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
。

低
圧
Ｐ
Ｖ
設
備
に
対

す
る
法
令
に
よ
る
保
守

太
陽
光
・
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を

全
国

事
業
（
定
格
容
量
１
�
２
５
３
Ｍ
Ｗ
）
保
有

７０

国
内
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
初
、「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
を
宣
言
」

再
エ
ネ
１
０
０
％
達
成
目
標
を
２
０
２
５
年
に

脱
炭
素
社
会
目
指
す
業
界
団
体「
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」設
立

低
圧
Ｐ
Ｖ
設
備
の
保
守
点
検
へ

廉
価
で
携
帯
性
が
高
い
点
検
製
品

迅
速
な
異
常
個
所
の
発
見
と

ス
ム
ー
ズ
な
パ
ネ
ル
交
換

アイテス
2次元バーコード

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

太
陽
光
発
電
の
電
力

を
自
営
線
と
自
己
託
送

を
組
み
合
わ
せ
て
供
給
す

る
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
敷
地
内

に
太
陽
光
発
電
設
備
（
１

Ｍ
Ｗ
）を
設
置
し
、そ
の
電

力
を
地
中
埋
設
の
自
営

線
と
自
己
託
送
を
組
み

合
わ
せ
て
関
連
施
設
に
供

給
し
て
い
る
。関
連
施
設
の

需
要
と
供
給
を
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
た
め
エ
リ
ア
全
体
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
需

給
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

自
営
線
と
自
己
託
送
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
他

地
域
へ
の
広
が
り
も
期
待

さ
れ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を

使
用
し
な
い
再
エ
ネ
の
地

産
地
消
モ
デ
ル
と
し
て
の

独
創
性
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
の
概
要

リ
ソ
ル
の
森
で
は
「
人
に

や
さ
し
い
」「
社
会
に
や
さ

し
い
」「
地
球
に
や
さ
し
い
」

の
３
つ
の
「
や
さ
し
い
」
を

経
営
上
の
長
期
方
針
と
し

て
掲
げ
事
業
活
動
を
実

施
。地

球
に
優
し
い
太
陽
光

や
空
気
熱
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
や
、人
や
社

会
に
優
し
い
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ

ら
な
い
太
陽
光
発
電
の
導

入
は
、
リ
ソ
ル
の
森
の
事
業

活
動
に
沿
う
こ
と
か
ら
、

千
葉
県
郊
外
に
位
置
す

る
リ
ソ
ル
の
森
に
て
、
再
エ

ネ
発
電
の
更
な
る
大
量
導

入
に
向
け
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に

よ
ら
な
い
太
陽
光
発
電
の

導
入
と
燃
料
削
減
・
電
化

推
進
を
両
立
さ
せ
た
地
産

地
消
型
先
行
モ
デ
ル
を
、

２
０
２
０
年
４
月
運
用

開
始
。

太
陽
光
発
電
電
力
を
、

自
営
線
を
使
用
し
て
メ
デ

ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）
へ
供
給
。

余
剰
電
力
は
、
既
存
配
電

線
を
利
用
し
た
自
己
託
送

を
活
用
し
て
ゴ
ル
フ
場
へ
供

給
。
空
気
熱
利
用
設
備

（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
給

湯
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
、
ボ

イ
ラ
ー
へ
の
給
水
温
度
を

上
昇
さ
せ
、
温
浴
施
設
ボ

イ
ラ
ー
の
液
化
石
油
ガ
ス

の
削
減
と
、
地
産
地
消
で

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

大
活
用
を
実
現
。

Ｍ
Ｔ
Ｃ
と
ゴ
ル
フ
場
に

導
入
し
た
設
備
機
器
を
エ

リ
ア
全
体
で
ま
と
め
て
管

理
す
る
た
め
に
、
東
光
高

岳
製
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）

を
導
入
。エ
リ
ア
内
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
制
御
す
る
こ

と
に
加
え
、
自
己
託
送
で

必
要
な
広
域
機
関
へ
の
計

画
報
告
も
自
動
で
行
い
、

規
模
の
小
さ
な
事
業
者
で

も
自
家
発
電
と
し
て
再
エ

ネ
発
電
を
導
入
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
開
発
。

こ
の
地
域
で
は
系
統
制

約
か
ら
配
変
へ
の
逆
潮
が

規
制
さ
れ
て
お
り
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
て
逆
潮
し
な
い
よ
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
。ま

た
、
地
域
に
散
在
す

る
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
集

め
る
機
能
を
有
し
、
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
度
を

高
め
る
機
能
を
も
つ
郊
外

型
の
再
エ
ネ
電
力
を
活
用

す
る
グ
リ
ッ
ド
を
国
の
地

域
活
用
電
源
や
配
電
事

業
の
検
討
に
先
立
っ
て
民

間
で
実
施
し
た
。

リ
ソ
ル
の
森
で
は
こ
れ
ま

で
対
策
が
困
難
だ
っ
た
熱

需
要
に
対
し
て
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

太
陽
光
と
大
気
熱
利
用

を
統
合
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
（
Ｉ

ｏ
Ｔ
技
術
に
よ
る
制
御
も

活
用
）。電
気
と
熱
の
両
方

で
化
石
燃
料
代
替
を
図
っ

て
い
る
。

（
２
０
２
０
年
度
は
電
力

消
費
に
占
め
る
再
エ
ネ
自

家
発
電
比
率
が

・
６
％

３０

で
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
消

費
は
前
年
度
比
で

・
７

２８

％
削
減
。）

現
在
、
受
供
給
を
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
高
効
率
の
面
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
保
ち
つ
つ
、Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
予

測
精
度
を
高
め
て
い
く
の

に
伴
い
、省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
の
参
考
事
例

を
提
示
す
る
な
ど
、
環
境

的
価
値
・
経
済
的
価
値
も

高
め
る
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。

全
国
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
急
速
に
普
及
し
、

更
な
る
導
入
が
困
難
に
な

っ
て
い
く
中
、
既
存
の
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
地

産
地
消
シ
ス
テ
ム
と
相
互

協
調
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を

抑
え
る
新
し
い
地
産
地
消

型
モ
デ
ル
を
構
築
。
地
域
の

電
気
・
熱
の
低
炭
素
化
の

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

太
陽
光
発
電
の
電
力
を
自
営
線
と
自

己
託
送
を
組
み
合
わ
せ
た
日
本
初
の

「
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」

リ
ソ
ル
土
地
開
発
株
式
会
社

リ
ソ
ル
の
森
株
式
会
社

株
式
会
社
東
光
高
岳

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

普
及
に
つ
な
が
る
事
に
期

待
。
東
光
高
岳
は
、
群
馬

県
上
野
村
・
群
馬
県
庁
と

共
同
で
２
０
２
０
年
度

に
経
済
産
業
省
の
「
地
域

の
系
統
線
を
活
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
面
的
利
用
事

業
」の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成

を
実
施
す
る
な
ど
、
リ
ソ
ル

の
森
の
実
績
を
元
に
地
産

地
消
型
モ
デ
ル
を
組
み
合

わ
せ
た
再
エ
ネ
の
普
及
拡

大
に
繋
げ
て
い
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

連絡先
株式会社東光高岳
イノベーション推進部
スマートグリッド推進部

〒 135-0061 東京都江東区豊洲 5-6-36
豊洲プライムスクエア 8F
        Tel 03-6371-4461

既
存
の
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
地
産
地
消

シ
ス
テ
ム
と
相
互
協
調

加
え
テ
ナ
ン
ト
や
オ
ー

ナ
ー
と
の
各
種
契
約
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
た
成
果

が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
初
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
そ
の
成
果

と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
か

ら
約
半
年
で
契
約
数
約

社
、
交
渉
中
を
含
む
企

２０業
は

社
を
超
え
、
あ
ら

７０

ゆ
る
業
種
に
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
、
日
本
の
賃
貸

施
設
に
お
け
る
脱
炭
素
モ

デ
ル
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
首
都
圏
エ
リ

ア
の
全
物
件
で
対
応
可
能

と
な
る
よ
う
さ
ら
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
と
の
連
携
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
全

国
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
関
西
・
中
部
圏
を

は
じ
め
と
す
る
全
国
へ
の

サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
も
取
り

組
む
。さ
ら
に
、中
長
期
的

に
は
自
ら
多
様
な
再
エ
ネ

の
新
規
開
発
に
挑
戦
し
、

再
エ
ネ
の
拡
大
と
需
要
家

へ
の
提
供
を
通
じ
て
日
本

の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
て

ま
い
り
た
い
。

ｈ
）。こ
れ
ら
に
よ
り
２
０

２
１
年
４
月
よ
り
グ
リ
ー

ン
電
力
を
要
望
す
る
テ
ナ

ン
ト
や
オ
ー
ナ
ー
に
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。そ

の
特
徴
は
、

（
１
）
テ
ナ
ン
ト
や
オ
ー

ナ
ー
の
個
別
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
（
何
年
度
ま
で
に

何
％
グ
リ
ー
ン
化
し
た
い

と
の
声
に
対
応
）

（
２
）Ｒ
Ｅ
１
０
０
、Ｃ
Ｄ

Ｐ
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
等
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
考
え
方
に
準
拠
し

（
第
三
者
評
価
に
対
応
で

き
る
契
約
書
と
エ
ビ
デ
ン

ス
の
提
示
）

（
３
）長
期
安
定
的
に
テ
ナ

ン
ト
の
皆
様
に
平
等
に
提

供
で
き
（
大
規
模
な
量
の

確
保
）

（
４
）域
内（
首
都
圏
）で
エ

リ
ア
や
施
設
に
よ
る
分
け

隔
て
の
な
い
均
質
な
サ
ー

ビ
スを

め
ざ
す
も
の
で
あ

り
、
東
京
電
力
Ｅ
Ｐ
社
等

と
の
包
括
協
定
の
締
結
に

従
来
日
本
で
は
、オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
等
賃
貸
施
設
に
入

居
す
る
テ
ナ
ン
ト
か
ら
の

グ
リ
ー
ン
化
要
望
に
対
応

す
る
こ
と
は
各
種
課
題
が

あ
り
、進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

最
大
の
課
題
は
、
多
く

の
テ
ナ
ン
ト（
当
社
の
場
合

首
都
圏
約
１
２
０
施
設
・

テ
ナ
ン
ト
数
約
２
千
社
）

の
個
別
ニ
ー
ズ
に
平
等
に

応
え
る
、長
期
・
安
定
的
で

大
規
模
か
つ
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
創
造
で
あ
っ

た
。国

の
２
０
２
０
年
度

の
制
度
改
正
な
ど
を
契
機

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
の

パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
を
基
盤
と

し
、
東
電
Ｅ
Ｐ
社
と
は
２

０
２
０
年

月
に
包
括

１２

協
定
を
締
結（
２
０
２
１

年
度
〜
２
０
３
０
年
度
。

最
終
年
度
約
６
億
ｋ
ｗ

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

本
事
業
は
、
非
化
石
証

書
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
）
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
従
来

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
で
使
用
し

て
い
た
電
力
を
実
質
的
に

グ
リ
ー
ン
電
力
化
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
非
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
家
庭
用
太
陽
光
を
複

数
年
度
か
つ
大
規
模
に
活

用
し
た
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
本
初
の
取
り
組
み
で
あ

る
。多

く
の
テ
ナ
ン
ト
を
持

つ
大
手
不
動
産
会
社
な
ら

で
は
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

多
く
の
需
要
家
に
対
す
る

地
道
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
実
績
を
上
げ
て
き
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
長
期
安
定
的

か
つ
大
規
模
な
賃
貸
施
設
向
け

「
グ
リ
ー
ン
電
力
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

三
井
不
動
産
株
式
会
社

連絡先
三井不動産株式会社
ビルディング本部

 環境・エネルギー事業部
東京都中央区日本橋室町 3-2-1
TEL 03-3246-3318

非
化
石
証
書（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付
）を
提
供

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
で
使
用
し
て
い
た
電
力
を

グ
リ
ー
ン
電
力
化
す
る
サ
ー
ビ
ス

リエネ行方太陽光発電所

リエネ松前風力発電所

再生可能エネルギーの利用スキーム

自社発電の再生可能エネルギーを活用

当社発電所 当社事業所

トラッキング合意

電力会社
（送配電 / 小売）

トラッキング付
非化石証書

非化石証書 非化石価値
電気の流れ
非化石価値の流れ

風車へのお絵描き会の様子 再エネ出前講座の様子

ソーラーパネルを点検するメリット

発電事業者様 施工・販売会社様 点検会社様

故障パネルを発見後、
交換で発電損失を最小化

健全なパネルで発電、
家全体も維持できる

点検作業の
標準化ができる

スキルに依存しない
点検ができる

テスター感覚でかんたん
に点検ができる

短時間で点検ができる

２つのステップで故障したパネルまで特定

異常を検出
ステップ 1 ステップ 2

三井不動産が推進するグリーン電力化の仕組み（イメージ）
再エネ電源（＊１）

系統電源

環境価値 環境価値

非化石証書
（＊２）

通常の電気 通常の電気

小売電力
事業者

（＊２）

ビル共用部
（当社保有）

テナント・
ビル所有者

オフィスビル・
商業施設等

「グリーン電力提供サービス」としてテナントなどへ柔軟な提供が可能

＊ 1：三井不動産が保有する太陽光発電所、東京電力エナジーパートナー (株 )が契約する
卒ＦＩＴ電源の場合は電力事業者から取得、提供する発電事業者が保有する太陽光など。
＊ 2：ＦＩＴ電源の場合はＪＥＰＸ（日本卸電力取引所）を経由して取得、非ＦＩＴ電源の
場合は電力事業者から取得。
＊ 3：特定電気事業エリアは三井不動産ＴＧスマートエナジー (株 )、その他は東京電力エ
ナジーパートナー (株 )ほか。

国際的基準RE100 対応等により「グリーン電
力提供サービス」の注目度が高まり、70社を
超える多数の企業が導入を決定・検討中。



（7）　　　　　　　２０２２年（令和４年）１月２６日

を
行
う
（
年
間
燃
料
使
用

量
約
６
万
�
、
年
間
送
電

量
約
４
千
万
ｋ
Ｗ
ｈ
）。

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
大

東
は
小
売
電
気
事
業
者

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
電

力
を
木
質
廃
棄
物
の
排

出
先
を
中
心
に
供
給
を

し
て
い
る
（
大
東
市
公
共

施
設
を
は
じ
め
近
接
自

治
体
、
企
業
の
施
設
な

ど
）。本事

業
は
、
暮
ら
し
の

中
で
必
ず
毎
年
安
定
的

に
発
生
す
る
木
質
廃
棄

物
を
主
な
燃
料
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
か
ら
地

域
を
選
ば
ず
実
践
が
可

能
で
あ
る
こ
と
、
燃
料
集

荷
の
安
定
性
が
見
込
め

る
こ
と
が
大
き
な
特
長

で
あ
る
。

ま
た
地
域
に
根
差
し
た

事
業
と
し
て
雇
用
の
創
出

や
、
地
元
自
治
体
と
災
害

時
に
お
け
る
施
設
の
開
放

や
災
害
廃
棄
物
の
処
理
の

協
力
に
つ
い
て
協
定
を
締

結
す
る
な
ど
、
地
域
の
安

全
と
発
展
に
も
貢
献
で
き

る
よ
う
な
事
業
を
め
ざ

し
て
い
る
。

行
う
株
式
会
社
Ｂ
Ｐ
Ｓ

大
東
、
バ
イ
オ
マ
ス
電
力

を
供
給
す
る
株
式
会
社

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
大
東

の
３
社
で
「
地
域
か
ら
地

域
へ
」
を
合
言
葉
に
大
阪

府
大
東
市
を
拠
点
と
し

て
、
木
質
資
源
の
地
産
地

消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

都
市
樹
木
再
生
セ
ン

タ
ー
で
は
木
質
廃
棄
物

や
山
林
未
利
用
材
を
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
に
資
源

化
（
一
般
廃
棄
物
、
産
業

廃
棄
物
、
山
林
未
利
用
材

年
間
資
源
化
量
約

万
１０

�
）、
Ｂ
Ｐ
Ｓ
大
東
で
は

そ
の
燃
料
を
使
用
し
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

地
域
の
雇
用
創
出
に

も
貢
献
し
、
地
域
に
根
差

し
た
企
業
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
都
市
部
で

多
く
発
生
す
る
木
質
廃

棄
物
な
ど
を
有
効
利
用

し
、
持
続
性
も
有
す
る
地

産
地
消
の
モ
デ
ル
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

地
域
共
生
の
概
要

Ｔ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
は
、
木
質
廃
棄
物
・
山

林
未
利
用
材
の
資
源
化

を
行
う
株
式
会
社
都
市

樹
木
再
生
セ
ン
タ
ー
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

本
事
業
は
、
木
質
廃
棄

物
な
ど
を
資
源
化
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
い

（
約
５
�
７
５
０
�
）、

バ
イ
オ
マ
ス
電
力
を
供

給
す
る
一
連
の
事
業
で

あ
り
、「
木
質
資
源
の
地

産
地
消
」
を
実
現
し
た
地

域
共
生
事
業
で
あ
る
。

特
に
、
都
市
部
で
発
生

す
る
木
質
廃
棄
物
（
一
般

廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
）

を
資
源
化
し
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
を
行
い
、
電
力
は

公
共
施
設
な
ど
に
供
給

し
て
い
る
点
が
先
進
的

で
あ
る
。

【
地
域
共
生
部
門
】

地
域
か
ら
地
域
へ

木
質
資
源
の
地
産
地
消

Ｔ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

経
済
産
業
大
臣
賞

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
経　産　新　報 ［新エネ大賞］

【
導
入
活
動
部
門
】

地
域
の
再
エ
ネ
導
入
拡
大
に
向
け
た

北
都
銀
行
の
挑
戦

株
式
会
社
北
都
銀
行

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

廃
棄
物
処
理
施
設
の

焼
却
炉
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

【連絡先】
オムロンソーシャルソリューションズ株式会社

エネルギーソリューション事業本部
事業開発部 販売促進G

〒 520-2362 滋賀県野洲市市三宅 686-1
 TEL 077-588-9843

都
市
部
の
木
質
廃
棄
物
を
資
源
化
し
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

電
力
を
公
共
施
設
な
ど
に
供
給
し
て
い
る
点
が
先
進
的

雇
用
創
出
に
も
貢
献
、地
域
を
選
ば
ず
実
践
が
可
能

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

「
完
全
自
家
消
費
」
用

太
陽
光
発
電
用
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ

「
Ｋ
Ｐ
Ｗ
�
Ａ
�
２
」

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

す
る
完
全
自
家
消
費
に

対
応
し
た
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
「
Ｋ
Ｐ
Ｗ
�
Ａ
�

２
」は
、業
界
初
、完
全
自

家
消
費
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な

ど
の
機
能
を
内
蔵
す
る
こ

と
で
シ
ス
テ
ム
構
成
を
最

小
化
。

さ
ら
に
、
消
費
電
力
に

対
し
て
発
電
電
力
を

％
９９

程
度
の
高
精
度
で
追
従
し

て
高
速
に
制
御
す
る
技
術

を
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
に

搭
載
す
る
こ
と
で
、従
来
は

発
電
抑
制
し
て
い
た
発
電

電
力
を
最
大
化
し
ま
す
。

ま
た
、
高
圧
受
電
で
は
、

完
全
自
家
消
費
専
用
の

一
体
型
保
護
継
電
器
「
Ｋ

Ｐ－Ｐ
Ｒ
Ｒ

Ｖ
」
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
低
圧
受

電
と
同
様
に
高
速
高
精
度

追
従
制
御
を
実
現
し
ま

す
。本

商
品
に
よ
っ
て
、
太
陽

光
発
電
の
自
家
消
費
を
推

進
し
、
送
電
網
（
電
力
系

統
）に
負
担
を
か
け
な
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
進
め
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

本
製
品
は
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
発
電
し
た
電
力
の

「
完
全
自
家
消
費
」
に
対

応
し
た
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
で
あ
る
。

必
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な

ど
の
機
能
を
内
蔵
す
る
こ

と
で
シ
ス
テ
ム
構
成
を
最

小
化
し
、
消
費
電
力
に
対

し
て
発
電
電
力
を
高
精
度

で
追
従
、
高
速
に
制
御
す

る
技
術
を
パ
ワ
コ
ン
に
搭

載
す
る
こ
と
で
、
従
来
は

抑
制
し
て
設
定
し
て
い
た

発
電
電
力
を
最
大
化
す

る
こ
と
を
実
現
し
た
。

業
界
初
の
「
負
荷
追
従

制
御
を
備
え
た
完
全
自

家
消
費
専
用
の
パ
ワ
コ
ン
」

で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
簡
素

化
に
よ
る
工
事
の
低
コ
ス

ト
化
、
高
精
度
の
負
荷
追

従
等
の
技
術
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
の
概
要

太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電

し
た
電
力
を
売
電
す
る
こ

と
な
く
自
身
で
全
て
消
費

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

【
分
散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
】

地
域
に
根
差
し
た
持
続
可
能
な
自
立

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
実
践

一
般
社
団
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
協
議
会

（
J
A
S
F
A
）

タ
ー
」（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
し
ん
ち
）の

開
所
に
よ
り
、
人
材
交
流

や
留
学
生
・
研
究
者
の
来

訪
、
町
内
学
生
の
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
な
ど
、地
域

活
動
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
る
。ま
た
、
地
域
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
な
ど
の
民
間

企
業
と
連
携
し
て
、
地
方

都
市
で
は
実
現
が
難
し
い

と
さ
れ
る
面
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
実
現
。
町
・
民
間

企
業
等
が
出
資
し
た
「
新

地
スマ
ー
ト
エ
ナ
ジ
ー（
株
）」

が
運
用
を
担
い
、
運
転
員

の
地
元
か
ら
の
雇
用
、
電

力
・
熱
の
売
り
上
げ
の
地

域
還
流
に
繋
げ
、
雇
用
や

地
域
流
通
の
創
出
に
貢
献

し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
需
要
家
進

出
の
遅
れ
、コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
需
要
家
へ

の
影
響
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

運
転
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
な
く
運
用
を
継
続
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
、
コロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
終
息
と
と
も
に
、

需
要
施
設
の
運
営
状
況
が

回
復
す
る
こ
と
で
、
収
支
の

確
保
と
事
業
の
安
定
化
を

見
込
ん
で
い
る
。今
後
、
駅

前
地
区
へ
の
新
た
な
施
設

の
進
出
や
ま
ち
づ
く
り
の

進
展
と
と
も
に
、
町
、
大

学
・
研
究
所
、な
ら
び
に
民

間
企
業
の
推
進
体
制
の
も

と
、
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
事
業
な
ど
に

つ
い
て
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
で
あ
る
。

で
あ
る
。

本
事
業
で
は
、
相
馬
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地
の
天
然
ガ

ス
を
利
用
し
た
環
境
に

優
し
い
「
地
産
地
消
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
･
熱
）」

促
進
と
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

自
立
運
転
と
太
陽
光
発

電
・
蓄
電
池
を
組
合
せ
た

「
環
境
共
生
型
の
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
、２
０
１
９
年
春

か
ら
、
新
地
駅
周
辺
の
ホ

テ
ル
・
温
浴
等
民
間
施
設

や
商
業
施
設
、
交
流
会
館

な
ど
の
複
数
需
要
家
に

対
し
て
、
自
営
線
（
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
）
と
熱
導

管
に
よ
り
電
力
と
熱
の

供
給
を
実
施
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
福
島
県
浜
通

り
地
域
の
産
業
基
盤
構

築
や
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
「
福
島
・
国

際
研
究
産
業
都
市
（
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
）構
想
」に
お
い
て
、エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付

け
ら
れ
、
今
後
の
復
興
地

域
や
国
内
の
地
方
都
市

に
お
け
る
モ
デ
ル
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
業
の
実
現
に
際
し

て
は
、
産
・
官
・
学
が
連

携
し
た
推
進
体
制
が
大

き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

町
で
は
、
構
想
段
階
か

ら
国
立
環
境
研
究
所
、
東

京
大
学
と
協
定
を
締
結
し

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、「
新

地
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

北
端
に
位
置
す
る
新
地

町
に
お
い
て
、
大
津
波
に

よ
る
壊
滅
的
な
被
害
か

ら
の
復
興
に
向
け
、
新
地

駅
周
辺
市
街
地
復
興
整

備
事
業
」
を
進
め
て
き

た
。
町
に
お
け
る
環
境
共

生
型
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
中
核
と
な
る
の
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
と
災
害
に
強
い
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
「
新
地
町
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」

東
日
本
大
震
災
後
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
際

し
て
、
地
元
と
先
進
企

業
、
産
官
学
が
連
携
し
て

取
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を

開
所
さ
せ
る
な
ど
地
域

共
生
の
モ
デ
ル
と
な
る

事
業
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。地

域
共
生
の
概
要

福
島
県
浜
通
り
の
最

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

本
事
業
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
太
陽
光

発
電
（

�
）、
コ
ジ
ェ

８５

ネ
シ
ス
テ
ム
（

�
×

３５

５
）、
熱
源
機
器
等
に
よ

り
熱
と
電
気
を
生
産
し
、

駅
周
辺
地
域
の
施
設
へ

熱
導
管
、
自
営
線
を
介
し

て
供
給
す
る
「
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
事
業
」
で
あ

る
。 【

地
域
共
生
部
門
】

環
境
共
生
型
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

す
る
新
地
町
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

京
葉
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

新
地
ス
マ
ー
ト
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

日
本
環
境
技
研
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

石
油
資
源
開
発
株
式
会
社

連絡先

京葉ガスエナジー

ソリューション株式会社

営業開発部

047-314-1543

日本環境技研株式会社

環境計画部

TEL: 03-6912-2311

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

太
陽
光
や
コ
ジ
ェ
ネ
等
に
よ
り
熱
と

電
気
を
生
産
、駅
周
辺
地
域
の
施
設

へ
熱
導
管
、自
営
線
を
介
し
て
供
給

地
域
共
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
事
業

【完全自家消費専用保護継電器】【完全自家消費対応パワーコンディショナ】　　【自家消費用ゲートウェイボックス】

高施工性かつ最小限の機器構成で施工時間を短縮 高速・高精度負荷追従技術で発電量を最大化特許取得済 特許取得済

■一般的な自家消費システム ■オムロンの完全自家消費システム

�パワコンの出力上限値の設定が必要

■オムロンの完全自家消費システム

パワーコンディショナ

■一般的な自家消費システム

�消費電力に合わせた余裕ある制御が必要

制御スケジュールの
設定不要で簡単運用 特許取得済

消費電力に合わせて時間帯別に制御スケジュールを
設定するなどの手間も不要です。

メール通知設定や異常の
履歴取得で保守性を向上

エラーの緊急度に応じた
メール通知設定ができ、
不急なエラーに追われず
に対応できます。

異常の履歴が遠隔で分か
るため、現地出動要否が
判断でき、保守工数の
削減が期待できます。

＊日射や消費電力の急変頻度により99％程度にならないことがあります。

構成が
シンプル

シンプル

なのに

高効率

運用が
シンプル

保守が
シンプル

新地駅周辺のエネルギー供給

新地エネルギーセンター 太陽光発電（計 85ｋＷ） コージェネ（35ｋＷ× 5基） エネルギー供給システム

新地スマートエナジー設立
（２０１８年）

ＵＤＣしんち開所
（２０１９年）

本
製
品
は
、
廃
棄
物
処

理
施
設
の
焼
却
炉
自
動

運
転
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
世

界
初
と
な
る
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
Ａ

Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
燃
焼

画
像
解
析
シ
ス
テ
ム
な
ど
に

よ
り
燃
焼
炉
内
の
燃
焼
状

態
の
良
否
を
判
断
し
て
い

る
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
に
運
転

員
が
プ
ロ
セ
ス
値
や
燃
焼
状

態
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う

な
操
作
を
し
て
い
る
か
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
化
し
て
お
り
、
運
転

員
の
介
入
が
不
要
な
完
全

自
動
運
転
を
実
現
し
て
い

る
。す

で
に
販
売
実
績
も
あ

り
、
新
設
だ
け
で
な
く
既

設
へ
の
追
加
導
入
も
含
め

た
着
実
な
販
売
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
。

世
界
初
と
な
る
焼
却
炉

への
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
技
術
の

活
用
に
よ
り
、
完
全
自
動

運
転
に
よ
る
運
転
員
の
約

３
割
削
減
と
燃
焼
安
定

性
向
上
に
よ
る
発
電
量
の

増
加
（
４
％
）
の
両
立
を

実
現
し
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

風
況
に
恵
ま
れ
て
い
る

地
元
の
強
み
を
生
か
し
て
、

地
方
銀
行
で
あ
る
当
行
が

金
融
支
援
を
行
い
風
力
発

電
事
業
会
社
を
設
立
。
現

在
、
国
内
で
も
最
大
規
模

と
な
る
風
力
発
電
所
（
２２

基

Ｍ
Ｗ
）
が
運
転
開
始

６６
し
て
い
る
。

当
行
は
、
プ
ロ
ジェク
ト
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
、ま
た
地
銀
の
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
県
内

の
再
エ
ネ
導
入
を
積
極
的

に
支
援
。県
内
の
プ
ロ
ジェク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
実
績
は
２２

件
８
９
９
億
円
（
う
ち
当

行
引
受
額
３
２
２
億
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

大
規
模
な
風
力
発
電

事
業
を
、
地
銀
が
先
導
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
よ
り
地
元
企
業
を
主

体
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

事
業
会
社
へ
の
出
資
を
通

じ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
な
ど
地
銀
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
た
。

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

本
協
議
会
と
し
て
、
自

立
分
散
型
電
源
で
あ
る

風
力
発
電
機
（
１
ｋ
Ｗ
）

及
び
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
を
搭
載
し
た
太
陽

光
（
２
９
０
Ｗ
）
発
電
設

備
の
設
置
を
推
奨
し
て

お
り
、
自
治
体
や
学
校
、

市
民
施
設
、
駐
車
場
な
ど

の
照
明
塔
と
し
て
導
入

を
支
援
し
て
い
る
。
通
常

時
は
、
上
記
自
立
発
電
設

備
と
商
用
電
源
に
よ
り

蓄
電
し
な
が
ら
給
電
し
、

停
電
時
に
は
上
記
電
池

設
備
か
ら
の
補
助
で
電

源
が
確
保
さ
れ
る
。

産
学
連
携
の
団
体
を

構
築
し
、
地
域
で
の
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
幅

広
い
取
組
み
を
展
開
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
モ
デ
ル
と
な
る
波

及
効
果
の
あ
る
取
組
み

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。

�
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�
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２０２２年（令和４年）１月２６日　　　　　   （8）

は
じ
め
に

２
０
２
０
年

月
に

１０

臨
時
国
会
で
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

が
宣
言
さ
れ
、
２
０
２
１

年
４
月
に
気
候
サ
ミ
ッ
ト

で
２
０
３
０
年
度
に
温

室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１

３
年
度
か
ら

％
削
減

４６

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
、さ
ら
に

％
の
高
み
に

５０

向
け
挑
戦
を
続
け
る
こ
と

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
１１

月
の
首
脳
級
会
合
「
世
界

リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」
に

お
い
て
も
、
岸
田
総
理
か

ら
、
２
０
３
０
年
ま
で
の

期
間
を「
勝
負
の

年
」と

１０

位
置
づ
け
、
全
て
の
締
約

国
に
野
心
的
な
気
候
変

動
対
策
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た

動
き
は
ま
す
ま
す
活
発
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
１
年
６
月
の

地
球
温
暖
化
対
策
推
進

法
の
改
正
で
は
、「
２
０
５

０
年
ま
で
の
脱
炭
素
社
会

の
実
現
」
を
基
本
理
念
と

し
て
法
律
に
位
置
付
け
、

同
年

月
に
は
地
球
温

１０

暖
化
対
策
計
画
の
改
定

も
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。脱

炭
素
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

方
法
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
化
を
は
じ
め
と
し

た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の

各
種
方
策
を
進
め
つ
つ
、そ

れ
ら
を
行
っ
て
も
ど
う
し

て
も
出
て
し
ま
う
Ｃ
Ｏ
２

に
つ
い
て
、
排
出
源
か
ら
大

気
中
へ
の
放
出
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
出
来
る

技
術
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
回

収
・
有
効
利
用
・
貯
留（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
が
存
在
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
環
境
省
に
お

け
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取
り
組

み
の
現
状
を
ご
紹
介
し
ま

す
。Ｃ

Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み

環
境
省
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
貯
留（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）の
実
用

化
に
向
け
て
、
①
Ｃ
Ｏ
２

の
分
離
回
収
、
②
分
離
し

た
Ｃ
Ｏ
２
の
貯
留
地
ま
で

の
船
舶
輸
送
や
貯
留
方
策

の
検
討
、
③
貯
留
地
が
海

底
と
な
っ
た
場
合
の
Ｃ
Ｏ

２
漏
洩
の
監
視
手
法
及
び

Ｃ
Ｏ
２
漏
洩
時
の
抑
制
・

修
復
策
、
④
社
会
受
容
性

を
含
む
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
円
滑
導

入
方
法
等
の
４
テ
ー
マ
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

で
、
早
期
の
社
会
実
装
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
①
に
つ
い
て
は
、
商

用
規
模
で
バ
イ
オ
マ
ス
専

焼
の
発
電
所
に
対
し
て
建

設
を
進
め
て
い
た
Ｃ
Ｏ
２

分
離
・
回
収
施
設
に
お
い

て
、
２
０
２
０
年

月
か

１２

ら
２
０
２
１
年
３
月
の

冬
の
時
期
に
実
証
試
験
を

実
施
し
た
結
果
、
１
日
６

０
０
�
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
回

収
能
力
が
あ
る
こ
と
、
排

ガ
ス
の
成
分
分
析
及
び
施

設
近
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

よ
り
ヒ
ト
の
健
康
及
び
水

生
生
物
に
対
す
る
影
響
の

懸
念
が
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
そ
の
他
の
季

節
に
お
い
て
も
問
題
が
無

い
か
等
、
長
期
運
転
の
影

響
等
を
確
認
し
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
将
来
の
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（B

ioenergy
w
ith
C
arbon

C
apture

a
nd
Storage

）、
つ
ま
り
バ

イ
オ
マ
ス
燃
焼
時
の
Ｃ
Ｏ

２
を
回
収
・
運
搬
し
、地
中

に
貯
留
す
る
こ
と
で
（
Ｃ

Ｃ
Ｓ
）、大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
純
減
さ
せ
る
技
術
。
大

気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
除
去
・

減
少
さ
せ
る
技
術
（
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
技
術
の

代
表
的
な
も
の
）に
も
つ
な

が
る
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
す
た
め
の
重
要

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
を
貯
留

す
る
ま
で
の
一
貫
実
証
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、
回

収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
液
化
貯

蔵
し
、
船
舶
等
で
輸
送
出

来
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
、こ
の

テ
ー
マ
を
よ
り
重
点
的
に

取
り
組
み
、
分
離
回
収
設

備
か
ら
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２

を
液
化
貯
蔵
す
る
設
備

や
、
海
底
下
に
貯
留
す
る

た
め
の
方
策
に
関
す
る
検

討
な
ど
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
海
底
下
に
貯

留
を
行
う
と
し
た
場
合

に
、
貯
留
地
点
か
ら
Ｃ
Ｏ

２
の
漏
れ
が
発
生
し
て
い

な
い
か
を
観
測
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
新
し
い

方
法
や
機
械
学
習
モ
デ
ル

な
ど
を
利
用
し
て
貯
留
地

点
の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
貯

留
可
能
な
層
や
遮
蔽
を

行
う
層
な
ど
を
よ
り
精

密
に
分
析
す
る
手
法
、
貯

留
地
点
に
お
け
る
漏
洩
リ

ス
ク
の
評
価
を
行
う
た
め

の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
日
本
周
辺
に
お

け
る
貯
留
の
可
能
性
の
あ

る
適
地
調
査
に
つ
い
て
は
、

経
済
産
業
省
と
の
連
携
事

業
と
し
て
調
査
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
の

実
施
、
②
共
通
の
ル
ー
ル

作
り
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

形
成
、
③
ア
ジ
ア
全
域
で

の
貯
留
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

実
現
等
を
目
指
し
、
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

我
が
国
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
の
間
で
、
ガ
ス
生

産
処
理
施
設
か
ら
大
気

放
散
中
の

万
�
�
Ｃ

３０

Ｏ
２
／
年
を
回
収
し
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
輸
送
し
て

地
下
圧
入
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
本
の
技
術
を
活
用

し
て
、
大
規
模
Ｃ
Ｏ
２
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
獲
得
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

世
界
的
な
脱
炭
素
の

潮
流
の
中
、
気
候
変
動
対

策
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の

役
割
と
期
待
は
、
今
後
も

よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

実
際
、
世
界
で
は
、
米

国
の
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ

ル
社
は
メ
キ
シ
コ
湾
で

の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
ハ
ブ
構
想
や

東
南
ア
ジ
ア
で
の
Ｃ
Ｃ

Ｓ
ハ
ブ
構
想
を
推
進
し
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
Ｌ
ｏ
ｎ

ｇ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
英
国
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
、
豪
州

の
Ｍ
ｏ
ｏ
ｍ
ｂ
ａ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
、
日
本
が
学
ぶ

こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

各
国
と
も
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
日
本
と
し
て

は
、
ア
ジ
ア
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
向
け
、
今
後
と
も
全
力

を
尽
く
し
て
い
く
所
存

で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Ａ
）で
は
２
０
２
１
年
６

月
「
第
１
回
ア
ジ
ア
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、

カ
国
の
加
盟
国
（
Ａ
Ｓ

１３Ｅ
Ａ
Ｎ

カ
国
、
豪
州
、

１０

米
国
、
日
本
）
と
、
１
０

０
を
超
え
る
企
業
、
研
究

機
関
、
国
際
機
関
等
が
参

画
し
、
ア
ジ
ア
全
体
で
の

Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
利
用
・
貯

留
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
活
用
に

向
け
た
知
見
の
共
有
や

事
業
環
境
整
備
を
目
指

す
国
際
的
な
産
学
官
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ア
ジ

ア
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
①
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
関
す

る
知
識
・
経
験
の
共
有
や

海
外
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
大
規
模
技
術
実

証
も
進
め
て
い
ま
す
。
光

フ
ァ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
技
術
の
実
証
を
、
米

国
の
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
、

豪
州
の
西
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
州
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州

の
各
サ
イ
ト
に
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
適
地
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
、
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
に
よ
る
調
査
で
日

本
国
内
に
約
２
４
０
０

億
�
の
Ｃ
Ｏ
２
貯
留
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
詳
細
な
貯
留
適
地
地

点
の
特
定
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
化
に
は

貯
留
適
地
の
確
保
は
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ

２
貯
留
適
地
調
査
を
２

０
１
４
年
か
ら
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
令
和
１

年
度
末
ま
で
に
、
３
Ｄ
弾

性
波
探
査
を
用
い
た
詳

細
な
解
析
に
よ
り
、
７
地

点
で
約

億
�
の
貯
留

９０

可
能
量
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て

調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

―
―
ア
ジ
ア
で
は
化
石

燃
料
の
需
要
が
増
加
し

て
お
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
で

す
ね
。

ア
ジ
ア
は
大
規
模
な

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
有
す
る
地
域
で

す
。
Ｇ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
が
公
表

し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で
１

９
０
０
億
ト
ン
以
上
あ

り
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
へ
の
関

心
も
、
近
年
、
急
激
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
省
と
東
ア

ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ

活
圏
に
比
較
的
近
い
場

所
で
の
世
界
初
の
Ｃ
Ｃ

Ｓ
だ
か
ら
で
す
。

液
化
Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸

送
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
ハ
ブ

＆
ク
ラ
ス
タ
ー
実
現
に

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
日

本
の
貯
留
可
能
性
が
高

い
地
域
は
日
本
海
側
で
、

排
出
源
は
太
平
洋
側
に

集
中
し
て
い
ま
す
。

従
来
、
Ｃ
Ｏ
２
の
輸
送

に
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、輸
送
距
離
が
２
０
０

�
を
超
え
る
と
船
舶
輸

送
の
方
が
低
コ
ス
ト
に

な
る
と
試
算
さ
れ
て
お

り
、
大
規
模
な
液
化
Ｃ
Ｏ

２
輸
送
の
実
現
に
は
、
低

温
・
低
圧
（－

℃
、

５０

０
・
６
Ｍ
Ｐ
ａ
）
の
技
術

確
立
が
必
要
と
な
る
た

め
、２
０
２
１
年
か
ら
研

究
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
排
出
源
か
ら

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
拠
点
ま
で
の

輸
送
実
証
事
業
を
２
０

２
４
年
か
ら
開
始
し
ま

す
。
舞
鶴
か
ら
苫
小
牧
へ

の
約
１
０
０
０
�
の
液

化
Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸
送
実

証
事
業
で
、
世
界
初
の
成

果
を
目
指
し
ま
す
。

安
全
な
Ｃ
Ｃ
Ｓ
実
施

の
た
め
、
事
業
化
に
向
け

た
リ
ス
ク
低
減
、
経
済
性

向
上
も
重
要
な
課
題
で

す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
技
術
実
証
や

貯
留
層
管
理
シ
ス
テ
ム

開
発
な
ど
、
低
コ
ス
ト
か

つ
実
用
規
模
の
安
全
管

理
技
術
開
発
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
の
Ｃ
Ｃ

Ｓ
必
要
量
を
考
え
る
際

の
一
つ
の
目
安
と
な
る

も
の
で
す
が
、
よ
り
具
体

的
に
は
、２
０
２
２
年
１

月
か
ら
、
日
本
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、

長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策

定
に
向
け
た
検
討
を
開

始
す
る
、
そ
の
中
で
議
論

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

―
―
現
在
の
日
本
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
説

明
く
だ
さ
い
。

現
在
、
①
苫
小
牧
大
規

模
実
証
、
②
液
化
Ｃ
Ｏ
２

船
舶
輸
送
実
証
、
③
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

展
開
、
④
貯
留
・
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
技
術
の
研
究
開

発
、
⑤
Ｃ
Ｏ
２
貯
留
適
地

調
査
、
の
５
つ
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

苫
小
牧
大
規
模
実
証

は
、
北
海
道
苫
小
牧
市
に

お
け
る
我
が
国
初
の
Ｃ

Ｃ
Ｓ
大
規
模
実
証
試
験

で
、２
０
１
９
年

月
に

１１

累
計
圧
入
量

万
�
を

３０

達
成
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
様
々
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
を
組
み
合
わ
せ

て
、
実
用
化
規
模
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

苫
小
牧
に
海
外
か
ら

の
視
察
が
い
ま
だ
に
絶

え
な
い
の
は
、
住
民
の
生

Ｃ
Ｃ
Ｓ
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

―
―
２
０
５
０
年
時
点

で
日
本
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
必
要

量
は
ど
の
く
ら
い
で
す

か
。Ｉ

Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
）
は
、
２
０
２

１
年
に
３
つ
の
シ
ナ
リ

オ
か
ら
２
０
５
０
年
時

点
で
世
界
は
年
間

億
３８

ト
ン
〜

億
�
の
Ｃ
Ｏ

７６

２
回
収
が
必
要
と
試
算

し
て
い
ま
す
。
そ
の
回
収

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
の

％
９５

が
地
下
に
貯
留
さ
れ
る

と
仮
定
さ
れ
、
日
本
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
割
合
（
３
・

３
％
）
を
掛
け
る
と
、
年

間
約
１
・
２
億
�
〜
２
・

４
億
ト
ン
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が

層
に
圧
入
し
ま
す
。
Ｃ
Ｏ

２
�
Ｅ
Ｏ
Ｒ
は
、
原
油
貯

留
層
に
圧
入
す
る
こ
と

で
、
油
層
内
の
原
油
回
収

量
を
向
上
さ
せ
る
技
術

で
す
。

世
界
で
は
１
３
５
件

の
大
規
模
Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
う
ち

件
は
２
０
２
１
年
に

７１新
た
に
発
表
さ
れ
た
Ｃ

Ｃ
Ｓ
計
画
で
す
。

現
在
稼
働
中
の
Ｃ
Ｃ

Ｓ
施
設

件
の
う
ち
、
Ｃ

２７

Ｏ
２
�
Ｅ
Ｏ
Ｒ
が
約
８

割
（

件
）
と
な
っ
て
い

２１

ま
す
が
、
近
年
は
政
府
支

援
に
よ
り
、
米
国
、
欧
州

を
中
心
に
、
帯
水
層
へ
の

―
―
Ｃ
Ｏ
２
の
貯
留
タ

イ
プ
に
は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
Ｃ

Ｏ
２
�
Ｅ
Ｏ
Ｒ
が
あ
る

の
で
す
ね
。

Ｃ
Ｏ
２
を
地
中
に
貯

留
す
る
た
め
に
は
、
砂
岩

な
ど
の
貯
留
層
と
そ
の

上
部
を
覆
う
泥
岩
な
ど

の
遮
へ
い
層
が
対
に
な

っ
た
地
層
構
造
が
必
要

で
す
。
Ｃ
Ｏ
２
を
通
さ
な

い
遮
へ
い
層
は
、
貯
留
層

に
入
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
が
漏

れ
出
さ
な
い
よ
う
「
フ

タ
」
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。Ｃ

Ｃ
Ｓ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を

長
期
貯
留
す
る
目
的
で

枯
渇
油
ガ
ス
田
や
帯
水
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経
済
産
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資
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エ
ネ
ル
ギ
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庁
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・
燃
料
部

石
油
・
天
然
ガ
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課
長

早
田

豪
氏

�
�
�

�
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２０３０年のＣＣＳ商用化をめざして～アジアのＣＣＵＳは日本がリード
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
し
て
地
中
に
貯
留
す
る
「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（C

arbon
dioxide

C
apture

and
Storage

）」
と
、
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
化
学
品
な
ど
に
利
用
す
る
「
C
C
U
（C

arbon
dioxide

C
apture

and
U
tilization

）」
だ
。
経
済
産
業
省
の
早
田
石
油
・
天
然
ガ
ス
課
長
に
話
を
伺
っ
た
。

環
境
省
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・

Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

日
本
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
に
向
け
た
検
討
を
開
始

日
本
は
年
間
約

億
�
〜

億
�
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が
必
要（
推
計
）

１・２

２・４

排
出
源
舞
鶴
か
ら
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
拠
点
苫
小
牧
へ

世
界
初
、液
化
Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸
送
実
証
事
業
を
開
始

Ｃ
Ｏ
２
貯
留
適
地
詳
細
解
析
調
査
で

日
本
国
内
に
７
地
点
約

億
�
の
貯
留
可
能
量
確
認

９０

D
A
C
実
証
機
写
真

バイオマス燃焼時のＣＯ２を回収・運搬し地中に貯留
回収したＣＯ２を液化貯蔵し海底下貯留方法を検討
水素と反応させメタンやエタノール製造する事業

人工光合成でＣＯ２をＣＯに分解、化学製品の原料に
大気中のＣＯ２を直接回収するＤＡＣ実証機を製造

Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み

環
境
省
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
有
効
活
用
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
）
に

つ
い
て
も
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ゴ
ミ
焼
却
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
水
素
と

反
応
さ
せ
て
メ
タ
ン
や
エ
タ

ノ
ー
ル
を
製
造
す
る
事
業

や
、
人
工
光
合
成
に
よ
り

効
率
よ
く
Ｃ
Ｏ
２
を
Ｃ

Ｏ
に
分
解
し
、
化
学
製
品

の
原
料
と
し
て
い
く
事
業

に
つ
い
て
、
商
用
規
模
の
実

証
機
の
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
分
離
回
収
し
た

Ｃ
Ｏ
２
を
Ｃ
Ｏ
に
分
解

し
、
さ
ら
に
航
空
輸
送
燃

料
や
地
域
で
利
用
可
能
な

液
体
燃
料
へ
の
転
換
を
行

う
こ
と
に
よ
る
炭
素
循
環

モ
デ
ル
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
事
業
も
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
各
工
程
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
当

該
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
た

め
に
必
要
な
大
型
の
Ｃ
Ｏ

２
電
解
装
置
（
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
一
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
）
に
転
換
す

る
装
置
）
に
つ
い
て
の
実
証

も
行
う
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
大
気
中
の
Ｃ

Ｏ
２
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

直
接
回
収
す
る
事
業
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
）
に
つ
い
て
も
、
実
証

機
を
製
造
し
回
収
性
能
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
引
き
続
き
炭
素
循
環

モ
デ
ル
と
し
て
の
検
証
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
で
、
２
０
２

３
年
ま
で
に
最
初
の
商
用

化
規
模
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
技
術
の

確
立
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。結

び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
今
後
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
１
年
８

月
３
日
に
開
催
し
た
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
早
期
社
会
実
装

会
議
に
お
い
て
議
論
を
行

っ
て
お
り
、圧
入
フ
ェ
ー
ズ
の

早
期
実
現
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に

関
す
る
社
会
的
受
容
性
の

確
保
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
係
る

政
策
の
整
理
等
が
課
題
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
事
業

に
お
い
て
、事
業
全
体
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
た
め
に
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

水
素
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
が
、
こ
の
水
素
が
十

分
に
供
給
さ
れ
る
た
め
に

は
、
太
陽
光
・
風
力
発
電

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
主
力
化
が
必
須
と

な
り
ま
す
。

２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
取

り
組
む
べ
き
こ
と
は
多
種

多
様
に
存
在
し
ま
す
が
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
早
期
社
会

実
装
に
向
け
て
、こ
れ
か
ら

も
関
係
省
庁
や
事
業
者

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
検

討
・
実
証
等
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

環
境
省

地
球
環
境
局

地
球
温
暖
化
対
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長加

藤

聖

大規模なＣＯ２貯留ポテンシャルを有するアジア
アジア全体でのＣＯ２回収・利用・貯留活用に向け

「アジアＣＣＵＳネットワーク」立ち上げ
インドネシアではパイプライン輸送地下圧入プロジェクト

CCSのメカニズム
Carbon dioxide Capture and Storage
     二酸化炭素を      　 回収して            貯留する
工場等

圧入井

ＣＯ2

ＣＯ 2
遮へい層
（泥岩など）
ＣＯ2を通　
さない地層

貯留槽
（砂岩など）
ＣＯ２の貯留
に適した地層
岩石中の隙間
に貯留

ＣＯ 2

拡大部

遮へい層

貯留槽

貯留タイプ
・深部塩水層
（一般的な地中貯留）
・油層（ＣＯ２－ＥＯＲ＊）

＊石油回収の増進
（ＥＯＲ
：Enhanced Oil Recovery)
　に活用して地中貯留

ＣＯＣＯ２２を地中に貯留するためには、を地中に貯留するためには、
貯留層とその上部を覆う遮へい層が貯留層とその上部を覆う遮へい層が
対になった地層構造が必要。対になった地層構造が必要。
遮へい層は貯留槽に入れたＣＯ遮へい層は貯留槽に入れたＣＯ２２がが漏漏
れ出さないようフタの役割を果たす。れ出さないようフタの役割を果たす。

（出所）日本ＣＣＳ調査株式会社資料より引用

CCSと CO2EORの違い
ＣＣＳ（Carbon Capture and Storage):
二酸化炭素の回収と貯留

ＣＯ 2を地下に長期貯留す
る目的で、枯渇油ガス田や
帯水層に圧入する。

ＣＯ２ＥＯＲ（Enhanced Oil Recovery）:
二酸化炭素圧入による石油増進回収

ＣＯ 2を原油貯留槽に圧入
することで、油層内の原油
の流動性を高め、原油の回
収量を向上させる技術。一
部のＣＯ 2は地下に残留し
貯留される。

（出所）独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

北海道苫小牧市におけるCCS大規模実証試験事業
苫小牧CCS実証試験の全体像

ガス供給基地

苫小牧CCS実証試験センター

排出装置 ＰＳＡ下流ガス送出

送出
送出装置

ＣＯ２含有ガス

分離・回収
昇圧・分離

１０万トン/年以上

圧入

圧縮

貯留

ＣＯ２分離・回収 /圧入基地

圧入弁（2抗）

【貯留層】萌別層砂岩層
海底下・深度1000～ 1200ｍ

【貯留層】滝ノ上層T1部層
海底下・深度2400～ 3000ｍ

貯留槽

貯留槽

遮へい層

遮へい層

航空輸送燃料等への転換による炭素循環モデルのイメージ

他排出源・ＣＣＳ設備
船舶輸送

排ガス

ＣＯ 2分離回収

再エネ

電気

ＣＯ 2電気分解

一酸化炭素

ＣＯ 2
発生装置

バイオマス

燃料
燃料調製

合成油

ＦＴ合成等 パイプライン
ローリー車

再エネＨ２
副生Ｈ２

ジェット燃料、軽油
化学品ほか

人工光合成技術人工光合成技術
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